
Shibushi city public relations

2017 年（平成 29 年）

№ 142  10
市報 こころざしあふれるまち

鹿児島県志布志市



今月の表紙‐ cover photo

市報しぶし
No.142  2017  10 月号 
発行元：志布志市

編集：企画政策課 広報係

〒 899-7492
志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡：099-474-1111
FAX：099-474-2281
URL：http://www.city.shibushi.lg.jp/
E-mail：kouhou@city.shibushi.lg.jp

◆困ったときの連絡先
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●水道修繕当番店 … 11 ページ

「５年後を見据えて
～(有 )徳重義種畜場～」

今月の読者プレゼント

　今月の読者プレゼントは、3 ページでご紹介

しています ( 有 ) 北﨑水産加工さんから「ちり

めんくるみ」を５名にプレゼント！

　29 ページの「お便り」ハガキを使って、ご

応募ください。お待ちしています！

　第 11 回全国和牛能力共

進会において日本一を獲

得した德重祐太朗さんと

弟の祐次朗さん。「レベルの

高い鹿児島では曽於地区の

代表になることも難しく、5

年後また出られる保証は無

い。後継者としてもまだま

だこれから」と日本一獲得

後も油断がありません。

　その瞳はすでに、5 年後

地元鹿児島で開催される全

共を見据えています。

もくじ 　　　　　　　　　　　　　　　　　  contents

志 布 志 市 民 憲 章

　

明
治
の
頃
、
漁
師
だ
っ
た
初
代
が
捕
っ
た

魚
を
売
り
始
め
、
創
業
し
た
同
社
。
昭
和
10

年
代
に
二
代
目
が
水
産
加
工
を
始
め
、
昭
和

50
年
頃
に
三
代
目
が
直
売
を
開
始
、
現
在
四

代
目
と
な
る
老
舗
水
産
加
工
店
で
す
。

　

同
社
の
加
工
品
は
、
主
に
志
布
志
湾
で
捕

れ
る
水
産
物
を
干
物
や
シ
オ
カ
ラ
等
に
加
工
、

そ
の
時
期
の
旬
の
水
産
物
を
新
鮮
な
う
ち
に

加
工
し
て
、
素
材
の
味
を
最
大
限
に
引
き
出

し
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
新
商
品
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
写
真
の
「
み
ず
い
か
の
汐
辛
」
も
県

の
品
評
会
で
優
良
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
商
品
は
、
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア

ピ
ア
内
の
港
湾
通
り
と
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ

で
も
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

shop data

( 有 ) 北﨑水産加工

（ゆうげんがいしゃきたざきすいさんかこう）

志布志町帖 6617

Tel：099-472-1308

OPEN: ８:00 ～ 18:00

定休日：�年中無休　　　　　　　

（元日のみ休業）

志布志の『ウマイ！』を

お届けします。

しぶし グルメん ’s なび

Do you want to eat?

『�

せ
っ
か
く
志
布
志
に
住
ん
で
い

る
ん
だ
し
、
志
布
志
の
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
た
い
。』

『�

志
布
志
を
訪
れ
て
く
れ
た
友
人

に
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て

ほ
し
い
。』

志
布
志
市
観
光
特
産
品
協
会
が
、

そ
ん
な
あ
な
た
に
オ
ス
ス
メ
す

る
一
品
で
す
。

大きなふぐのイラストが目印

お菓子などのお土産物もあります

( 有 ) 北﨑水産加工の

みずいかの汐辛

　すしネタにもなる高級食材のミズ
イカを天然塩でさっぱりと仕上げ、
イカの味を引き出しています。
　コリコリとした食感を楽しむうち
にミズイカの甘味が口いっぱいに広
がります。ぜひご賞味ください。

Ｐ

北崎水産加工

宝満寺

権現橋

関屋口

03　しぶしグルメん ’ ｓなび

04　日本一牛を育てるのが上手い若者が誕生。

06　県・市町村合同企画　あったらしか！鹿児島の魚の魅力

08　衆議院議員総選挙等のお知らせ 25　シリーズ国保

09　まちの話題 26　もっと身近に！男女共同参画
　　知っ得 !? 年金インフォメーショ　

12　どうする？人口減少問題① 27　知ってる？ 消費生活相談
　　皆でつくろう「共生・協働・自立」のまち

14　田舎のたしなみ。 28　あたや元気やっど  ほか

15　歴史さんぽ 31　うぶごえ・おくやみ

16　保健師・栄養士メモ 32　市役所からの大事なお知らせ

18　エコ通信 36　こころざしブランド通信

19　図書館へ行こう。 37　募集・お知らせ

20　 教育委員会の外部評価を　　　

公表します
41　市長コラム

22　文芸『志』・季・折・々 44　暮らしのカレンダー

24　税の広場

※前文を省略して記載しています。
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私たち志布志市民は
し　　自然に親しみ、ふるさとを愛し
ぶ　　文化の香り高い先人の叡

え い ち

智に学び
し　　幸せと平和を求め
“こころざし” あふれるまちを創ります



　全国の優秀な和牛を 5 年に一度、一堂に集めて、改良

の成果やその優秀性を競う全国大会で、通称「全共」と

呼ばれています。

　雄牛・雌牛の体型の良さなど、改良成果を月齢別に審

査する「種牛の部」と、枝肉の状態で脂肪の入り具合

などの肉質を審査する「肉牛の部」に、全国の代表牛約

500頭が出品されます。

　優秀な成績を収めることで、その和牛ブランドの市場

価値が全国的に高まるため、参加道府県にとっては、ま

さに威信をかけた大会です。

第 11 回全国和牛能力共進会宮城大会において、

德重祐太朗さん（志布志町内之倉）が第 3 区優

等賞１席（農林水産大臣賞）を獲得しました。

日本一牛を育てるのが上手い
若者が誕生。 祝  

日
本
一

よ
り
こ

①ご家族も応援する中、いよいよ審査が始まります。

② 弟祐次朗さんが手綱を引いて、よりこ号をリラックスさ

せます。

③ 日本一決定の瞬間。三反園知事をはじめ関係者が万歳し

て喜びました。

④日本一のリボンを貰って誇らしそうなよりこ号。

⑤ 曽於中央家畜市場で行われた出迎え式で曽於地区から一

緒に参加した森岡徳幸さん（曽於市、写真左）、森ファー

ムさん（鹿屋市輝北町、写真右）と一緒に。

元
鹿
児
島
県
で
の
開
催
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
普
段
、
和

牛
に
触
れ
合
う
こ
と
の
な
い

方
々
が
、
和
牛
を
身
近
な
も

の
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

良
い
機
会
で
す
の
で
、
志
布

志
和
牛
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

鹿
児
島
黒
牛
の
さ
ら
な
る

名
声
を
高
め
る
た
め
に
、
多

く
の
生
産
者
の
皆
様
と
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
て
、
日
本
一
連
覇

達
成
に
向
け
て
次
回
大
会
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。

全国和牛能力共進会とは

よりこ号の日本一達成を喜ぶ德重さんと関係者の皆さん

① ②

③ ④

⑤
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９
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
、
宮
城

県
仙
台
市
で
第
11
回
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、
德
重
祐
太
朗
さ
ん

（
志
布
志
町
内
之
倉 

、(

有)

徳
重

義
種
畜
場
）
が
第
3
区
（
若
雌
の
２
）

に
「
よ
り
こ
号
」
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

德
重
さ
ん
と
よ
り
こ
号
は
、
全
国

各
地
の
道
府
県
代
表
和
牛
32
頭
の
中

か
ら
優
等
賞
1
席
（
農
林
水
産
大
臣

賞
）
に
選
ば
れ
、
見
事
日
本
一
の
栄

冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

德
重
さ
ん
は
、
牛
の
能
力
を
見
定

め
る
牛
の
目
利
き
に
つ
い
て
も
研
究

さ
れ
、
一
般
の
部
に
先
駆
け
て
行
わ

れ
た
審
査
競
技
部
門
で
も
後
継
者
の

部
優
秀
賞
第
3
席
（
4
位
）
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

全
共
で
は
第
9
回
大
会
か
ら
団
体

賞
を
設
け
て
お
り
、
過
去
2
回
は
宮

崎
県
が
団
体
賞
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
と
関
係
者
は
、
第
11
回
宮

城
大
会
で
の
日
本
一
奪
還
に
向
け
改

良
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果

と
し
て
全
9
区
の
う
ち
4
区
で
1
席

を
取
り
、
総
合
1
位
の
団
体
賞
を
獲

得
、
日
本
一
の
和
牛
の
産
地
と
な
り

ま
し
た
。

　

5
年
後
の
第
12
回
大
会
は
、
地
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南
北
６
０
０
㌔
に
わ
た
り
、
水
深
０

㍍
の
干
潟
か
ら
１
千
㍍
の
深
海
ま
で
多

様
な
顔
を
持
つ
鹿
児
島
の
海
。
内
湾
と

外
湾
、
砂
地
と
岩
地
、
黒
潮
や
対
馬
暖

流
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
組
み
合
わ

さ
っ
て
、多
様
な
環
境
が
生
み
出
さ
れ
、

魚
の
種
類
も
豊
富
で
す
。

長
年
、
鹿
児
島
の
海
や
魚
を
調
査
・

研
究
し
て
き
た
鹿
児
島
大
学
水
産
学

部
教
授
の
大
富
潤
さ
ん（
54
）は
「
鹿

児
島
の
海
の
希
少
性
・
多
様
性
を
象

徴
す
る
の
が『
ナ
ミ
ク
ダ
ヒ
ゲ
エ
ビ
』

の
存
在
。
世
界
で
も
鹿
児
島
湾（
錦
江

湾
）
だ
け
で
水
揚
げ
が
可
能
な
深
海
性

の
エ
ビ
で
、
漁
獲
対
象
に
な
る
く
ら
い

ま
と
ま
っ
て
生
息
す
る
の
は
こ
こ
だ
け

で
す
。
こ
れ
は
桜
島
の
お
か
げ
。
約

3
万
年
前
の
噴
火
で
作
ら
れ
た
カ
ル
デ

ラ
が
、
半
閉
鎖
的
な
内
湾
な
が
ら
水
深

２
３
７
㍍
と
い
う
奇
跡
的
な
海
を
作
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
本
当
に
珍
し
く
て
す

ご
い
こ
と
。
ま
さ
に
私
た
ち
の
財
産
で

す
ね
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

「
鹿
児
島
」
の
魚
の
魅
力

鹿
児
島
の
海
や
川
で
は
、
約
３
０
０

種
類
の
魚
な
ど
が
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。

養
殖
で
日
本
一
の
カ
ン
パ
チ
や
ブ
リ
の

ほ
か
、
ア
ユ
や
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
と
い
っ

た
川
魚
も
豊
富
。
そ
の
時
期
に
し
か
味

わ
え
な
い
、
地
元
で
獲
れ
た
魚
（
＝
地

魚
）
は
魚
屋
の
減
少
で
あ
ま
り
目
に
し

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
な
お
魚
市
場

や
物
産
館
、
移
動
販
売
な
ど
で
購
入
で

き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
約
９
０
０
種
の
魚
を
食
べ

て
き
た
大
富
さ
ん
は
、「
鹿
児
島
」
の

魚
の
魅
力
を
強
調
し
ま
す
。

「
以
前
、
雑
魚
と
し
て
捨
て
ら
れ
て

い
た
小
エ
ビ
に
『
ヒ
メ
ア
マ
エ
ビ
』
と

名
づ
け
て
売
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
関

東
で
お
い
し
さ
が
認
め
ら
れ
、
１ 

㌔

１
５
０
０
円
、
ア
オ
リ
イ
カ
と
同
値
程

度
で
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

安
く
て
お
い
し
く
て
も
、
知
ら
れ
て
い

な
い
『
地
魚
』
が
多
く
眠
っ
て
い
る
ん

で
す
。『
地
魚
』
は
そ
の
時
期
に
し
か
味

わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
『
旬
』
の
も
の

も
多
く
あ
り
ま
す
。
も
し
料
理
店
や
市

場
で
知
ら
な
い
魚
を
見
掛
け
た
ら
、
ぜ

ひ
味
わ
っ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

魚
の
す
ご
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

魚
は
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ

タ
ミ
ン
類
と
い
っ
た
栄
養
素
の
宝
庫
。

中
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
人
体
に

不
可
欠
な
「
必
須
脂
肪
酸
」
の
Ｄ
Ｈ
Ａ

と
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
す
。
体
内
で
作
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
常
に
食
品
か
ら
補
給

す
る
必
要
が
あ
り
、
認
知
症
予
防
や
動

脈
硬
化
予
防
、
脳
の
働
き
の
促
進
な
ど

効
果
は
さ
ま
ざ
ま
。

　
「
豊
富
な
栄
養
素
は
魚
の
良
さ
の
一

つ
。
食
べ
る
こ
と
以
外
で
も
魚
は
楽
し

め
ま
す
。
地
魚
を
探
し
に
県
内
を
巡
っ

た
り
、
市
場
の
体
験
ツ
ア
ー
や
水
族
館

に
行
っ
た
り
、
親
子
で
魚
を
さ
ば
い
て

み
た
り
、旬
の
魚
で
季
節
を
感
じ
た
り
。

そ
う
す
れ
ば
魚
が
も
っ
と
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
」

　

魅
力
的
な
鹿
児
島
の
魚
。
食
べ
な
い

な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
！
ま
ず
は
知
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

鹿児島大学
水産学部水産学科

大富 潤 教授

1963 年兵庫県生まれ。
1991 年 3 月東京大学
大学院農学系研究科博
士課程水産学専攻修了。
著書に『九州発 食べる
地魚図鑑』『魚食ファイ
ル 旬を味わう』（南方
新社）、『かごしま海の
研究室だより』( 南日
本新聞社 ) などがある。
現在食べた魚の種類は
900 種。1000 種 類 制
覇を目指している。

　

鹿
児
島
の
魚
の
魅
力

最
近
、
魚
を
食
べ
ま
し
た
か
？

食
べ
た
魚
は
サ
ー
モ
ン
や
タ
イ
セ
イ
ヨ
ウ
サ
バ
と
い
っ

た
輸
入
魚
ば
か
り
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

そ
れ
は
実
に
“
あ
っ
た
ら
し
か
（
も
っ
た
い
な
い
）〟

鹿
児
島
の
魚
は
自
慢
の
海
に
囲
ま
れ
た
「
ご
当
地
グ
ル

メ
」。
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

県・市町村合同企画

　鹿児島市中央卸売市場魚類市場で、遠洋、近海、沿岸の多様
な魚や競りの様子を、間近に見学できる１時間程度の体験型ツ
アー。試食もあり、ガイドの解説もリアルで面白い。ツアー終
了後は、魚市場で朝食を楽しむのもおすすめです。

●開催日時：11 月末までの毎週土曜日　早朝 7:00（6:45 集合）
●参 加 料：大人 2,000 円、小人 1,000 円

◎申し込み・問い合わせ先

　南薩観光ＧＳＥ　☎ 099-298-9880

かごしま魚市場ツアー
by 鹿児島県ホテル旅館組合青年部

あ
っ
た
ら
し
か
！

まちの魚屋さんなら簡単に

美味しい魚が手に入る説

検 証

藤後鮮魚店
志布志町志布志１丁目３− 24

℡：099-472-0104

魚が並んでるけど、

どれを買えばいい

のかわからない。け

ど大丈夫！お店の

人に聞いてみよう。

『鯛はフライにして

も美味しいよ』と

教えてくれました。

目が透き通って見

るからに新鮮です。

丁寧に骨抜きして

切り身にしてもら

えるから、あとは

味と衣を付けて揚

げるだけでＯＫ

 簡 単 に 美 味 し い 魚 が 買 え ま し た 。
ま ち の 魚 屋 さ ん は 、 お 客 さ ん に 合
わ せ た 細やかなサービスが魅力です。

取材

協力店舗の

ご紹介

結果：

お手ごろ価格で、新

鮮な鯛のフライが

簡単に作れました。

アラも付いている

のでお吸い物も作

れます。
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　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。 
　　　　　まちの話題

市内では

いろんなことが

ありました。 

ジュニアリーダークラブがスポーツアクティビティに
挑戦しました。

　8 月 26 日、中高生がカヌーやクライミング体験

を通して仲間と親睦を深めました。カヌーでは仲間

と協力として海原を進み、クライミングでは全員が

諦めずに登頂しました。参加した生徒からは「カヌー

もクライミングも難しかったけど、ゴールできて達

成感がありました」と感想が聞かれました。

大隅くん家でカヌー体験

松山中学校 1 年生の村岡凜さんが第 12 期かごしまこ
ども環境大臣に任命されました。

　8 月 10 日、県庁において任命式が行われました。

　かごしまこども環境大臣は、環境保全活動に関心

のある子どもを対象に環境作文を募集し、優秀賞に

選ばれた子どもが任命されます。今後は「かごしま

こども環境大臣サミット」やイベント等へ参加し、

地域や学校の環境保全のリーダーとして活動します。

かごしまこども環境大臣に任命

市民総参加で国体を盛り上げよう
2020 年に開催される第 75 回国民体育大会「燃ゆる感
動かごしま国体」志布志市実行委員会が設立されました。

　９月４日、市役所志布志支所において市民・関係

団体・行政で構成される「燃ゆる感動かごしま国体

志布志市実行委員会｣ が設立されました。同委員会

は、市内で開催されるサッカー競技（成年男子）の

円滑な運営に向けた準備業務を行います。国体の機

運を盛り上げるため、皆様のご協力をお願いします。

衆議院議員総選挙および
最高裁判所裁判官国民審査の投票日は

投票所入場券
　10 月 10 日（火）に各世帯に郵送する予定です。１枚のはがき（圧着式はがきなので、はがしてください。）に、

世帯別で最大３人分の入場券が印刷してあります。必ず切り離して、投票所へお持ちください。

　入場券裏面に期日前投票宣誓書が記載されていますので、自宅等で記入することで期日前投票をスムーズに
行うことができるようになっています。
※�入場券がない場合でも、選挙人名簿に登録されている人は投票することができますので、投票受付時にその

旨をお申し出ください。

期日前投票及び不在者投票
投票日当日に仕事や所用で投票所に行けない人は、期日前投票や不在者投票ができます。

◆期日前投票
　期日前投票所は、次のとおり志布志市内４か所に設置されています。

有権者の皆さんは、自分の意思を政治に生かす機会を無駄に
せず、棄権することなく一票を投じましょう。

10 月 22 日 （日）です

投票所 期間 時間

市役所松山支所隣老人福祉センター

10 月 11 日（水）から

10 月 21 日（土）まで

午前８時 30 分から
午後８時まで市役所志布志支所１階会議室

市役所本庁隣有明地区公民館会議室

サンポートしぶしアピア
１階中央広場

午前 10 時から
午後８時まで

◆不在者投票
　郵便等による不在者投票、指定病院等の不在者投票は、選挙管理委員

会までお問い合わせください。

当日投票
　午前７時から午後７時まで投票できます。

　ただし、志布志地区の四浦地域ふれあいセンターは、午後６時までと

なります。

■問い合わせ先：選挙管理委員会事務局　℡： 474 - 1111（内線 352・355）

大事な１票です。

忘れず投票してみんなの声

を届けよう。

日本一の剣士が誕生
徳田侑紗さん（志布志中 3 年）が第 12 回全日本都道府
県対抗少年剣道優勝大会の中学生の部で優勝しました。

　9 月 29 日、徳田さんが顧問の先生、指導者でも

あるご家族とともに市長室を訪れ、日本一獲得の喜

びを市長に報告しました。

　徳田さんは、９月 17 日に大阪府で開催された同

大会に鹿児島県代表チームの次鋒として出場し、鹿

児島県勢として初の全国制覇に貢献しました。

日本一！
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１０００人街頭立哨パレードが行われ、市内各地で沿
道に立って通行車両に交通安全を呼びかけました。

　９月 27 日、秋の全国交通安全運動期間に合わせ

て、市内の国道 220 号線と県道 110 号線で安全運

転を呼びかけるパレードが行われました。

　また、沿道には交通安全を訴えるタスキをかけた

約 2 千人の参加者が立ち並び、通行する車両に向

けて安全運転を呼びかけました。

安全運転を呼びかけました

「地域ブランド力の向上」をテーマにふるさと納税の
今後の取組等について意見交換しました。

　９月 22 日、市文化会館で開催された同会に大隅

半島 4 市 5 町のふるさと納税関係者等約 350 人が

参加しました。同会は、平成 27 年度から全国各地

区で開催されています。23 日にはあすぱる大崎に

大隅各地のマルシェが出店し、志布志市からはぽっ

ぽマルシェも参加し、多くの来場者で賑わいました。

ふるさと納税九州サミット開催

　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。 
　　　　　まちの話題

市内では

いろんなことが

ありました。 

ゴルフの県大会で優勝しました
吉川華鈴さん（志布志中２年）がゴルフの第 30 回鹿
児島県ジュニア選手権女子の部で優勝しました。

　９月１日、吉川さんが教育長室を訪れ優勝の報告

をしました。吉川さんは、8 月 24 日に薩摩川内市

のグリーンヒルカントリークラブで行われた同大会

の女子の部に出場。高校生も出場する中、唯一アン

ダーパー（規定打数より少ない打数）を記録し、見

事優勝しました。

今年就任したやっちく松山藩の新三役が、秋の陣祭りを前
に領主である市長を表敬訪問しました。

　９月 25 日、第８代目となる新藩主の加世田貴博

さん、城代の阿瀬知匡さん、筆頭家老の迫田秀人さ

んが甲冑姿で市長室を訪問しました。加世田さんは

「やっちく松山藩立ち上げ当時の気持ちを忘れずに、

新しい企画にも取り組みたい」と秋の陣まつりに向

けた意気込みを話しました。

新三役が領主を表敬訪問

敬老の日を祝いました
９月 18 日の敬老の日を前に、市内の最高齢の方などを市
長・議長・社会福祉協議会会長が訪問し長寿を祝いました。

　９月７日、特養やっちくに入所中で志布志市最高

齢 103 歳の佐々木ヨネさん（大正２年生まれ）と

白寿の方々を訪問し長寿をお祝いしました。

　志布志市には、９月１日現在で 65 歳以上の方が

10,668 人いらっしゃいます。これは志布志市の人

口（32,009 人）の 33.3％を占めています。

曽於地区手をつなぐ育成会スポーツ大会が開催され、
参加者は気持ちの良い汗を流しました。

　9 月 21 日、曽於地区手をつなぐ育成会スポーツ

大会が志布志運動公園陸上競技場で開催されました。

　障がいをお持ちの方々が短距離走、フライング

ディスクなどに参加し、各種競技や応援に汗を流し

ました。参加者は日ごろの練習の成果を発揮するこ

とができ、大満足の表情を浮かべていました。

皆さん、本当にお疲れさまでした

水 道 修 繕 当 番 店

※�水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされな

いと基本料金が発生します。水道使用の予定がない場

合は、中止の手続きをお勧めします。中止されていた

水道を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路等で水が出ている時は、水道課へご連絡ください。

松山地区

10 月 イケダ ℡�487-8771

11 月 今井水道 ℡�487-8868

志布志地区

10 月 10 日～ 10 月 16 日 志布志水道 ℡ 472-3540

10 月 17 日～ 10 月 23 日 山本組 ℡ 472-1101

10 月 24 日～ 10 月 30 日 宮崎水道 ℡ 472-1081

10 月 31 日～ 11 月６日 高吉組 ℡ 472-0721

11 月７日～ 11 月 13 日 崎田建設 ℡ 473-0050

11 月 14 日～ 11 月 20 日 志布志水道 ℡ 472-3540

11 月 21 日～ 11 月 27 日 山本組 ℡ 472-1101

11 月 28 日～ 12 月４日 宮崎水道 ℡ 472-1081

有明地区（土・日曜日、祝日、夜間）

10 月８日～ 10 月 14 日 郡山工業 ℡ 475-0008

10 月 15 日～ 10 月 21 日 西江建設 ℡ 474-2113

10 月 22 日～ 10 月 28 日 山中水道 ℡ 474-1440

10 月 29 日～ 11 月４日 池崎建設 ℡ 475-2068

11 月５日～ 11 月 11 日 郡山工業 ℡ 475-0008

11 月 12 日～ 11 月 18 日 西江建設 ℡ 474-2113

11 月 19 日～ 11 月 25 日 山中水道 ℡ 474-1440

11 月 26 日～ 12 月２日 池崎建設 ℡ 475-2068

■問い合わせ先：水道課��工務係　℡：472-1111（内線 263）



このままだと “ あぶない？
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人
口
が
減
少
す
る
と･･･

　

人
口
減
少
を
迎
え
る
と
、
社
会
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
厚

生
労
働
省
「
厚
生
労
働
白
書
」
に
よ
る
と
、

次
の
よ
う
な
影
響
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
経
済
へ
の
影
響

　

人
口
減
少
に
よ
り
、
人
口
全
体
の
数
が

減
る
こ
と
に
加
え
、
急
速
に
進
む
少
子
化

の
影
響
で
、
若
い
世
代
の
人
口
が
減
り
、

社
会
で
は
、
労
働
力
不
足
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　

そ
の
結
果
、
日
本
の
経
済
市
場
に
お
い

て
、「
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
産
し
供
給

す
る
側
」
と
、「
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
購

入
し
消
費
す
る
側
」
と
の
均
衡
に
影
響
が

生
じ
、
経
済
成
長
は
お
ろ
か
、
日
本
経
済

全
体
の
縮
小
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
地
域
社
会
へ
の
影
響

　

人
口
減
少
に
よ
り
、
経
済
規
模
の
縮
小

が
、
社
会
生
活
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
き
、
特
に
地
方
で
は
、
更
な
る
人

口
流
出
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

●
地
域
の
伝
統
行
事
の
断
絶

●
学
校
の
閉
校
に
よ
る
活
力
の
低
下

●
空
き
家
の
増
加

●
農
林
水
産
業
の
衰
退

●
森
林
・
農
地
ま
た
は
周
辺
の
荒
廃

●
商
業
・
商
店
街
の
衰
退･･･

な
ど

③
社
会
保
障
・
財
政
へ
の
影
響

　

年
金
・
医
療
・
介
護
等
の
社
会
保
障
支

出
は
、
こ
れ
ま
で
増
え
続
け
て
お
り
、
今

後
も
高
齢
化
率
が
上
昇
す
る
こ
と
で
増
大

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
人
口
が
減

る
と
、
社
会
保
障
制
度
を
安
定
的
に
維
持

し
て
い
く
こ
と
や
、
財
政
の
健
全
化
に
も

影
響
が
及
ぶ
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。　
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昭和 30 年
53,199 人

（ピーク）
昭和 40 年
46,801 人

昭和 50 年
37,930 人

昭和 60 年
38,387 人

平成７年
36,694 人

平成 17 年
34,770 人

平成 52 年
23,167 人

　総務省統計局によると、日本の人口は平成 20 年の１億 2,808 万人をピークに減少に転じ、全国的な人

口減少時代を迎えました。志布志市においても、昭和 30 年人口 53,199 人のピーク以降、平成 27 年「国

勢調査」では 31,479 人となり、過去 60 年間で約 22,000 人減少しています。

　また、国立社会保障・人口問題研究所の調査によれば、平成 52 年に志布志市の人口は 23,167 人と推

計されており、ピーク時と比べ半数以上もの人口が減少すると見込まれています。

どうする？
人口減少問題①

－３０，０３２人

会
づ
く
り
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
27
年
10
月
に

策
定
し
た
「
志
布
志
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と　

こ
こ
ろ
ざ
し
創
生
戦
略
」「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、〝
産
官
学
金
労
言
〟

の
連
携
に
よ
る
地
域
の
総
力
を
結
集
し
て
、

ま
ち
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

※ 

産
官
学
金
労
言
：（
産
）
産
業
界
、（
官
）

地
方
公
共
団
体
や
国
の
関
係
機
関
、

（
学
）
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
、（
金
）

金
融
機
関
、（
労
）
労
働
団
体
、（
言
）

メ
デ
ィ
ア
。

　

こ
の
よ
う
な
事
柄
に
加
え
、
高
齢
化
に

よ
る
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
よ
り
、医
療
・

介
護
の
ニ
ー
ズ
が
増
大
す
る
と
予
測
さ
れ

ま
す
。
一
方
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
担
う

人
材
が
不
足
し
、
地
方
だ
け
で
な
く
都
市

部
で
も
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
は
困
難

な
状
況
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

１
９
０
集
落
が
消
滅

　

国
土
交
通
省
は
、
平
成
22
年
か
ら
平
成

27
年
ま
で
の
５
年
間
で
、
全
国
99
の
市
町

村
で
１
９
０
の
集
落
が
消
滅
し
た
と
報
告

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
23
年
の
東

日
本
大
震
災
が
原
因
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
全
国
的
に
自
然
消
滅
の
割
合
が
高
く
、

過
疎
化
か
ら
消
滅
ま
で
急
速
に
進
行
す
る

深
刻
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

「
地
方
創
生
」
の
は
じ
ま
り

　

人
口
減
少
の
深
刻
な
事
態
を
受
け
、
国

は
平
成
26
年
９
月
に
、
地
方
創
生
に
取
り

組
む
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
（
第
二
次
安
倍

内
閣
）。

　

地
方
創
生
と
は
、「
人
口
減
少
」「
超
高

齢
化
」
と
い
う
我
が
国
が
直
面
す
る
大
き

な
課
題
に
対
し
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
魅

力
・
特
徴
を
生
か
し
、
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
で
、
自
律
的
で
持
続
的
な
社
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志布志市の人口ピラミッド（平成 27 年）
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志布志市の人口ピラミッド（平成 52 年推計） 考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
　
　

ま
ち
の
未
来

　

本
市
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
年
齢
階
級

別
人
口
）
に
よ
る
と
、「
20
歳
～
24
歳
」

の
人
口
が
他
の
年
齢
階
級
に
比
べ
、
極
端

に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

進
学
や
就
職
等
で
市
外
へ
流
出
し
て
い
る

こ
と
が
要
因
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

本
市
は
、
転
入
し
た
人
口
よ
り
も
転
出
す

る
人
口
が
多
い
「
転
出
超
過
」
と
な
っ
て

お
り
、
他
の
市
町
村
よ
り
比
較
的
に
高
い

出
生
率
の
向
上
よ
り
も
、
転
出
入
の
「
社

会
減
」
に
よ
る
人
口
減
少
に
、
い
か
に
歯

止
め
を
か
け
ら
れ
る
か
が
重
要
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
29
年
3
月
「
第
2
次

志
布
志
市
総
合
振
興
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
を
今
後
10
年
間
の
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
人
口

3
万
人
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
地
方

創
生
、
み
な
さ
ん
も
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

次
回
は
、
地
方
創
生
に
関
す
る
具
体
的

な
本
市
の
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 住む人がいなくなり廃墟となった民家

平成 27 年
31,479 人

男性 女性

男性 女性
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■問い合わせ先：農政畜産課　農政係　℡：474-1111（内線 428）

田
舎
の
た
し
な
み
。【
秋
】

　

市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
農
山
漁
村
で
暮
ら
す
人
々
が
、
自
分
た
ち
の
生
活

を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
生
活
の
中
で
生
み
出
し
た
「
生
活
の
知
恵
（
旬
の
食

材
の
保
存
方
法
や
、
便
利
な
道
具
の
開
発
な
ど
）」
を
研
究
し
、
伝
承
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
選
り
す
ぐ
り
の
「
生
活
の
知
恵
」
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
き
、ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
日
々
の
生
活
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

美
容
と
健
康
に
効
果
的
！ 

～
芋
こ
ん
に
ゃ
く
～

こ
ん
に
ゃ
く
芋
の
美
味
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
芋
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
便
秘
や
、
糖
尿
病
予
防
な
ど
美
容
と
健
康
へ
の
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
黒
蜜
＆
き
な
こ
で
ス
イ
ー
ツ
と
し
て
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
よ
。

秋 ～ 『芋こんにゃく』

【芋こんにゃくの作り方】

材　料

●生こんにゃく芋：500 ｇ

● 水：1.5 ～ 1.7L（50℃ぐらいのお湯、芋の３～ 3.3 倍の量）

● 凝固剤（ａかｂのどちらか手に入る

一つを選んで作る。）

ａ： 炭酸水素ナトリウム（重曹、炭酸）

15 ｇ（大さじ１）を熱湯 100cc に

溶かしたもの

ｂ： 消石灰（水酸化カルシウム）４ｇを

熱湯 100cc に溶かしたもの

作り方

脱メタボ、便秘解消、骨粗しょう症予防にも役立つ

①  生こんにゃく芋の皮をむき、乱切

りにしてゆでる。

②  ①の芋と、分量の水を少し加えて

２、３回に分けてミキサーにかける。

③  残りの水を注ぎいれ、よく混ぜる。

なじんできたら、凝固剤を加えて

さらに、よくこねる。

④  固まってきたら、型に流し入れ、

手に水をつけてから表面を押し付

け空気を抜いて 30 分置く。

⑤  ④の表面にお湯をかけてから、適

当な大きさに切り分け、たっぷり

のお湯で 30 分～ 40 分ゆでる。

⑥  保存するときは、ゆで汁がついた

まま、ビニール袋等で密閉して冷

蔵庫に入れる。（１週間ほどおいし

く食べられます。）

　

志
布
志
の
歴
史
は
古
く
、
特
に
中
世
の
頃
に

は
港
町
と
し
て
栄
え
「
志
布
志
千
軒
町
」
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
志
布
志
市

に
は
、
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
貴
重

な
文
化
財
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

先
人
達
が
守
り
伝
え
、
残
そ
う
し
た
努
力
の
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

志
布
志
市
観
光
特
産
品
協
会
で
は
、
そ
の
貴

重
な
文
化
財
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
た

め
、
毎
年
、
春
と
秋
に
「
歴
史
＆
ア
ー
ト
展
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
国
指
定
文
化
財
「
志
布
志
麓
庭

園
」
や
市
指
定
文
化
財
「
東
郷
医
院
（
洋
館
）」

と
「
山
中
氏
邸
」
を
中
心
と
し
た
歴
史
的
建
造

物
を
活
用
し
、
魅
力
あ
る
文
化
財
と
ア
ー
ト
を

融
合
さ
せ
、
観
光
的
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
観
光
客
や
市
民
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
く
事
を
趣
旨
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
点
在
し
て
い
る
志
布
志
市
の
文
化
財
を

点
と
点
で
結
び
、
多
く
の
文
化
財
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
魅
力
あ
る
志
布
志
市
の
歴
史
を
知
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
私
達
に
と
っ
て

文
化
財
は
、
志
布
志
市
の
歴
史
を
学
び
、
多
く
の

先
輩
方
に
出
会
え
る
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
文
化
財
を
活
用
し
た
事
業
を
通
し
て
、
各

所
か
ら
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
、
連
携
す
る
こ

と
で
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
は
、
と
て
も
素

敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
志
布

志
市
の
魅
力
あ
る
歴
史
を
伝
え
、
同
時
に
、
保

存
し
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
る
方
々
の
思
い
も

一
緒
に
伝
え
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
歴
史
＆
ア
ー
ト
展
」
は
こ
れ
ま
で
に
7
回

開
催
し
て
お
り
、
約
6
千
人
の
お
客
様
に
ご
来

場
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
次
回
の
開
催
は
、

11
月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
の
3
日
間
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
志
布
志
市
の
歴

史
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
志
布
志
に
残
る

文
化
財
の
活
用
」

文：高木　優
　　（志布志市観光特産品協会）

写真上：�夕暮れ時はさらに幻想的

な空間を演出

写真下：�山中氏邸に展示された「さ

つまの名匠」佐藤隆洋さん

の建具

第４回

市指定文化財東郷医院（洋館）に展示されたシーグラスのランプ

＜ポイント＞

※ 個人差がありますが、こんにゃく芋で手がかゆく

なる場合があるので、ゴム手袋をしてください。

※ こんにゃく芋を皮ごと入れて作ると黒めに、皮な

しで作ると白く出来上がります。

※ 水に一日さらしてから食べると「あく」が苦手な

方も美味しく食べられます。
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「
か
ご
し
ま
健
康
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
は
、「
健
康
か
ご

し
ま
21
」
の
中
間
評
価
の
結
果
、
県
民

の
生
活
習
慣
に
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
ら

を
反
映
し
て
肥
満
者
や
糖
尿
病
等
生
活

習
慣
病
患
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
鹿
児

島
県
全
体
で
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
呼

び
か
け
る
普
及
啓
発
活
動
と
し
て
平
成

18
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
。

　

本
市
は
、
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病

の
医
療
費
が
、
国
や
県
の
平
均
よ
り
も

高
い
状
況
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
み

な
さ
ん
も
自
分
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　

私
た
ち
が
健
康
で
快
適
に
過
ご
す
た

め
に
は
「
食
生
活
」、「
運
動
」、「
休
養
」

等
の
習
慣
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
日
常
生
活

に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
の
生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
、
自
分
に
不
足
し
て
い
る
の
は
何

か
、
ど
こ
で
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る

の
か
が
分
か
り
ま
す
。

　

左
の
良
い
習
慣
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

に
い
く
つ
チ
ェ
ッ
ク
が
付
き
ま
す
か
？

悪
い
生
活
習
慣
を
続
け
て
い
る
と･･･

　

ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ
う
に
連
鎖
し
て
病

気
を
招
く
こ
と
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
ド

ミ
ノ
」
と
言
い
ま
す
。

　

重
症
化
予
防
の
た
め
に
は
、
そ
の
入

り
口
で
あ
る
食
べ
過
ぎ
、
早
食
い
、
塩

分
の
と
り
過
ぎ
、
運
動
不
足
等
の
生
活

習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

健
康
診
査
を
受
け
て
い
ま
す
か
？

　

職
場
健
診
等
の
健
康
診
査
を
受
け
る

こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見

し
、
早
期
に
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
分
の
体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
た
め
に
、
１
年
に
１
回
健
診
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
特
定
健

診
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
、
病
院

で
の
個
別
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
12
月
末
ま
で
で
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
、
保
健
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

保健・医療・健康に関する情報を発信！

Health up for Smile! 　保健師・栄養士メモ 
志布志市健康カレンダー（10月・11月）

健（検）診や健康相談・育児相談をご利用ください。

健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
保健課��保健対策係��℡：474�-�1111（内線 164 ～ 168）　問

日曜・祝日当番医

※�夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間急病セ

ンター（℡：482-5899)」までお問い合わせください。

※�都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関は、電話での

テープ案内（℡ 0986-23-5555）をご活用ください。

※�受診すべきか判断がつかない場合は大隅広域夜間急病セン

ター電話相談（℡ 0994-45-4119）をご利用ください。

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
チ
ェ
ッ
ク
！ 

～
10
月
は
「
か
ご
し
ま
健
康
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
強
化
月
間
で
す
～

今月お話しするのは…

保健師の新川です！

母子手帳の交付日は…
●�本庁：第１・第３水曜日の午後
●�松山支所：第２・第４水曜日の午前
●�志布志支所：毎週月曜日の午前

１歳６か月児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
10 月 11 日（水）：健康ふれあいプラザ
11 月 15 日（水）：健康ふれあいプラザ

３歳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】
10 月 25 日（水）：健康ふれあいプラザ
11 月 29 日（水）：健康ふれあいプラザ

乳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

11 月 ２ 日（木）：健康ふれあいプラザ

両親学級【９：20 ～９：30 受付】
10 月 13 日（金）：健康ふれあいプラザ
11 月 10 日（金）：健康ふれあいプラザ

５歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】
10 月 18 日（水）：健康ふれあいプラザ
11 月 17 日（金）：健康ふれあいプラザ

２歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】
10 月 12 日（木）：健康ふれあいプラザ
10 月 26 日（木）：有明地区公民館

１歳児お誕生相談【９：30 ～ 10：00 受付】
10 月 24 日（火）：やっちくふれあいセンター
11 月 14 日（火）：川西地区公民館

育児相談【10：30 ～ 12：00】
10 月 24 日（火）：やっちくふれあいセンター
11 月 14 日（火）：川西地区公民館

育児学級【９：30 ～ 10：00 受付】
10 月 20 日（金）：健康ふれあいプラザ
11 月 22 日（水）：健康ふれあいプラザ

がん検診

肺 が ん：�10 月 24 日（火）～ 27 日（金）　　　　　　

10 月 30 日（月）～ 11 月２日（木）（有明地区）

女性がん：�10 月 16 日（月）～ 19 日（木）（有明地区）　

11 月 19 日（日）、20 日（月）（松山地区）

※�時間・会場等詳しくは、個別に配布される文書でご確認

ください。

10 月
15 日 曽於医師会立有明病院 （内科） ℡ 477-1111

松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

22 日 大山病院 （内科） ℡ 472-1400

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科）℡ 477-1212

29 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

さくらやまクリニック （泌尿器科、内科）℡ 472-1100

11 月
３日 はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

５日 みやじクリニック （内科、放、呼、胃）℡ 471-5000

山口内科 （内科） ℡ 473-1188

12 日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

19 日 石神診療所 （内科、皮膚科）℡ 474-0107

大山病院 （内科） ℡ 472-1400

23 日 松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

26 日 陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科）℡ 477-1212

む
し
歯

９月に行われた５歳児歯科検

診で、むし歯も処置歯も無かっ

た子どもたちです！ 30 ページにも掲載しています。ご覧ください。

　�優
ゆ り

莉�ちゃん 　�来
こ う

柚�ちゃん 　�瑠
る か

華�ちゃん

食生活
□腹八分を心掛けている

□よく噛んで食べている

□�味の濃いものやインスタント食品はあまり食

べない

□野菜料理は毎食食べている

□肉料理より魚料理をよく食べる

□朝食は必ず食べる

□�寝る前２時間以内に夕食や夜食を食べない

□間食はしない

□�ジュース等砂糖の入っている飲み物よりお茶

を飲むことが多い

運動習慣
□定期的に運動をしている

□�駐車場では離れた場所に車を停め、歩くよう

にしている

□�エスカレーター、エレベーターはあまり使わ

ない

□�体のこりや硬さを感じることはほとんどない

□�休日は家でゴロゴロしていることはない

休養・ストレス
□よく眠れる�

□イライラすることは少ない

□朝から疲れを感じることはない

□趣味がある

□�自分だけの時間が確保できている

良い生活習慣チェックシート

生活習慣

高血圧・脂質異常症・高血圧

糖尿病・脂肪肝

腎症・網膜症・脳血管障害

透析・失明・下肢切断・脳卒中

認知症・心不全

肥満
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図書館へ行こう。
～一冊の本との出会いが あなたの人生を変える～

■問い合わせ先：志布志市立図書館�　Tel�：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

９
月
の
新
刊

　

本
を
読
む
と
心
も
健
康
に
、
脳
も
活
性
化

し
若
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
夜
長
、
読
書
を
楽
し
ん
で
健
康
寿
命

を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

「読書のすすめ　　
　　～生涯図書 」 図

書
館
が
お
す
す
め
す
る
『
テ
ー
マ
図
書
』

Information
◆ 読書感想文・感想画コンクールの作品を募集します！
　一冊の感動の本との出会いを求めて、幼稚園から保育園、小学生、中学生

を対象に読書感想画を、小中高生、一般を対象に読書感想文の作品をただ今

募集中です。締切りは 11 月 10 日（金）です。

◆ ブックマーケットを 11月３日 (金・祝 )に開催します！
　ただ今、本館と５つの分館で引換券を発行中です。この機会にお目当ての

本や雑誌、週刊誌や月刊誌をゲットしましょう。

◆ 絵本作家のぶみさんの講演会 11月 18日 ( 土 ) に開演決定！
　市立図書館の開館 20周年を記念し、「いのちのはな」「このママにきーめ

た！」などの『いのち』をテーマにしたおなじみの絵本作家のぶみさんを迎

え開催します。「絵本を通して伝えたいこと人生でもっとも大切なこと」と

題し講演会と絵本のよみきかせ、ワークショップが行われます。

　皆様の多数の参加をお待ちしています。

●日時：11 月 18 日（土）　10時～

●場所：市文化会館

※�上記について、詳しくは図書館ホームページをご覧になるか、図書館までお気軽にお問い合わせください。

◆
「
無
敵
の
二
人
」        

　
中
村 

航
／
著 

　
夢
は
こ
こ
か
ら
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
出
す
こ
と

―
。ボ
ク
シ
ン
グ
元
日
本
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
王
者
・

畠
山
と
、
北
海
道
で
彼
を
育
て
た
女
性
ト
レ
ー

ナ
ー
・
赤
坂
ひ
か
る
の
愛
と
拳
闘
！ 

奇
跡
の
実

話
を
小
説
化
。『
別
冊
文
藝
春
秋
』
連
載
を
改
題

し
単
行
本
化
。

文藝春秋

◆
「 

有
楽
斎
の
戦
」　
　
　
天
野 

純
希
／
著 

　
逃
げ
て
で
も
、
生
き
延
び
た
い
の
だ
―
。
覇
王

信
長
の
弟
・
織
田
有
楽
斎
は
「
本
能
寺
の
変
」「
関

ケ
原
の
戦
い
」「
大
坂
の
陣
」
で
ど
う
戦
っ
た
の
か
。

戦
国
３
大
合
戦
を
有
楽
斎
と
も
う
一
人
の
視
点
で

描
い
た
連
作
短
編
集
。

講談社

一 

般
■
「
死
神
と
道
連
れ
　
怪
異
名
所
巡
り
９
」 

著
：
赤
川 

次
郎

■
「
ワ
ル
ツ
を
踊
ろ
う 

」 
 

 

著
：
中
山 

七
里  

■
「
淳
子
の
て
っ
ぺ
ん
」 

 
 

編
： 

唯
川 

恵

児 

童
■ 

「
幽
霊
ラ
ン
ナ
ー
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
：
岡
田 

潤

■
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
へ
、
よ
う
こ
そ
！
」　
作
：
濱
野 

京
子
　
　
絵
：
森
川 

泉

■
「
か
え
た
い
二
人
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
：
令
丈 

ヒ
ロ
子

休館日のお知らせ

【10月】　16日（月）、18日（水）、23日（月）、30日（月）
【11月】　６日（月）、13日（月）、15日（水）、20日（月）、27日（月）

おはなし会へ出かけよう！
10月・11 月（土曜日開催）

本館
10時30分�～

10 月 14 日、21 日、28 日
11 月４日、11 日、18 日、25 日

志布志分館
10時30分�～ 10 月 14 日

安楽分館
10時30分�～ 11 月 11 日

香月分館
10時30分�～ 10 月 28 日

松山分館
14時�～ 10 月 21 日

有明分館
10時�～ 10 月 21 日

◆志ふれあい交流館「アニメ上映会」
　【毎週日曜日�午後３時～】
　10 月 15 日、22 日
　11 月 ５ 日、12 日、19 日、26 日
※�内容はせなけいこ�おばけビデオ「ばけも
のづかい」など。

Ecology
Communication

本庁�市民環境課�環境政策室�環境政策係　℡：474�-�1111（内線 134）
松山支所�総務市民課�℡：487�-�2111（内線 224）志布志支所�市民税務課�℡：472�-�1111（内線 224）問

10 月は、３Ｒ推進月間です

エコ通信

「生物の多様性の保全」に向けての取組を開始！

　市は、生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する計画（生物多様性地

域戦略）を策定し、その計画に沿って生物の多様性の保全及び持続可能な利用

を図ります。

　その計画を策定するため、8 月 30 日に初めての会議を開催しました。

なぜ生物多様性の保全が必要なのか
　このことについては、平成 20 年成立した「生物多様性基本法」の前文に、次のとおり記載してあります。

『生命の誕生以来、生物は数十億年の歴史を経て様々な環境に適応して進化し、今日、地球上

には、多様な生物が存在するとともに、これを取り巻く大気、水、土壌等の環境の自然的構成

要素との相互作用によって多様な生態系が形成されている。－中略－

我らは、人類共通の財産である生物の多様性を確保し、そのもたらす恵沢を将来にわたり享受

できるよう、次の世代に引き継いでいく責務を有する。今こそ、生物の多様性を確保するため

の施策を包括的に推進し、生物の多様性への影響を回避し又は最小としつつ、その恵沢を将来

にわたり享受できる持続可能な社会の実現に向けた新たな一歩を踏み出さなければならない。』

　志布志市は、山 ･ 里 ･ 台地 ･ 川 ･ 海のつながりの中で自然豊かな環境を有しています。今ある環境を確実に守っ

て将来へと引き継いでいくため、生物の多様性の保全と持続可能な利用をしていくことが重要です。

市民の理解が大切
　会議は、市内外の学識経験者及び関心のある方 9 名に集まっていただき今後の進め方などについて協議しました。

その中で各委員から市内の動植物の現状報告や「生物多様性に対する市民の理解が大切だ」という意見などがあり

ました。

　この生物多様性地域戦略は平成 32 年度までに策定する予定です。策定する過程において、市民の「生物多様性

の保全の必要性」への理解が深まることを期待しています。

「ものを大切に人を大切に」
　志布志市の環境政策のテーマは「ものを大切に人を大切に」です。生物多様性地域戦略もそのテーマが反映され

たものにしたいと考えています。今後とも生物の多様性の保全について、ご理解をお願いします。

３Ｒとは、Reduce（リデュース：発生抑制）・Reuse（リユース：再使用）・

Recycle（リサイクル：再生利用）のことです。

　リデュースは物を大切に長く使いごみになるものを減らすという取組、リユースは、

繰り返し使えるマイ箸やマイポットなどを使用する取組、そしてリサイクルは使用し

たものは分別して再び資源として利用するという取組です。

　また日頃の買い物でもマイバッグを持参する、過剰包装を避ける、詰め替え商品を

選ぶ等の行動を心掛けごみの減量化につなげましょう。

　「使い捨て社会」から「循環型社会」を形成していく上で、この３つの R の考えが

大切です。３R に対するご理解とご協力をお願いします。

「生物の多様性」とは
　様々な生態系が存在す

ること及び生物の種間並

びに種内に様々な差異が

存在すること。
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　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の規定に基づき、志布志

市教育委員会では５人の学識経験者で構成する外部評価委員会を７月８日に開

催しました。平成 28 年度の教育委員会の主な事務事業について点検及び評価

を行い、報告書を議会に提出しましたので、その概要を公表します。

　教育委員会では、この点検・評価をもとに、これまで以上に効果的な教育行

政の推進に努めます。

森山小学校の視察

教
育
委
員
会
委
員
の
活
動
状
況

◆
目
的

　

毎
月
の
定
例
会
、
教
育
委
員
研

修
会
、
学
校
訪
問
、
学
校
経
営
報

告
会
、
入
学
式
、
卒
業
式
、
そ
の

他
各
種
行
事
へ
の
出
席
。

◆
総
合
評
価

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
首
長
と
教

育
委
員
会
で
構
成
さ
れ
る
総
合
教

育
会
議
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
総
合
教
育
会
議
を
通
し
て
首

長
と
教
育
委
員
会
が
、
さ
ら
に
連

携
を
深
め
な
が
ら
教
育
行
政
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
諸
研

修
会
や
自
主
学
習
会
を
通
し
て
教

育
委
員
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図

り
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

教
育
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

活
動
状
況
報
告
に
な
い
独
自
で
学

校
訪
問
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
聞
い
て
お
り
、
精
力
的
に
活

動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
平
成

29
年
３
月
か
ら
は
、
女
性
教
育
委

員
２
名
、
男
性
教
育
委
員
３
名
と

な
り
バ
ラ
ン
ス
的
に
も
良
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
充
実
し
た

教
育
委
員
会
運
営
を
お
願
い
し
た

い
。

教育委員会の外部評価を公表します

学
力
向
上
推
進
事
業

◆
目
的

　

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒

の
学
力
の
実
態
を
的
確
に
把
握
す

る
と
と
も
に
、
学
力
向
上
に
向
け

た
対
策
を
講
じ
、
確
か
な
学
力
の

定
着
と
学
力
向
上
を
図
る
。

◆
総
合
評
価

　

本
市
の
学
力
は
、
国
や
県
の
学

力
の
平
均
を
上
回
る
学
校
が
増
え

て
き
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に
と
も
な

い
、
全
体
の
平
均
も
上
昇
の
兆
し

が
あ
る
。
今
後
、
新
た
な
取
組
の

成
果
を
検
証
し
な
が
ら
学
力
向
上

に
係
る
事
業
を
推
進
し
、
諸
学
力

検
査
で
そ
の
結
果
が
表
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

国
や
県
の
学
力
の
平
均
を
上
回

る
学
校
が
増
え
て
き
た
と
い
う
こ

と
で
、
学
力
が
上
向
き
傾
向
に
あ

る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

森
山
小
学
校
の
土
曜
授
業
の
視
察

で
は
、
小
規
模
校
の
利
点
を
活
か

し
て
学
校
運
営
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
方
法
に

目
的
を
も
っ
て
授
業
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明

を
受
け
た
。

小
中
学
校
施
設
老
朽
化
改
修
事
業

◆
目
的

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
等
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
の
応
急
避
難
場

所
と
し
て
の
役
割
も
果
た
す
た
め
、

そ
の
耐
震
性
能
の
確
保
及
び
老
朽

施
設
の
質
的
整
備
を
図
る
こ
と
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
し
た
校
舎

等
施
設
の
全
面
改
修(

老
朽
化
改

修)

を
行
っ
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

◆
総
合
評
価

　

平
成
28
年
度
は
、
泰
野
小
学
校

校
舎
３
棟
、
通
山
小
学
校
校
舎
３

棟
、
松
山
中
学
校
上
校
舎
１
棟
の

合
計
７
棟
の
老
朽
化
改
修
を
完
了

し
た
。
今
後
も
年
次
的
に
老
朽
化

改
修
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、

児
童
・
生
徒
が
安
全
で
適
正
か
つ

良
好
な
学
習
環
境
を
整
え
て
い
く
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

老
朽
化
の
事
業
計
画
に
順
じ
て

実
施
さ
れ
、
自
己
評
価
も
オ
ー
ル

Ａ
と
な
っ
て
お
り
、
継
続
妥
当
で

あ
る
。

奨
学
金
事
業

◆
目
的

　

有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
経

済
的
理
由
に
よ
っ
て
修
学
困
難
な

者
に
対
し
て
学
資
を
貸
与
し
、
高

等
学
校
や
大
学
等
へ
進
学
・
通
学

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
。

◆
総
合
評
価

　

平
成
28
年
度
か
ら
大
学
生
等
に

つ
い
て
、
従
来
の
月
額
３
万
円
に
、

月
額
５
万
円
の
枠
を
新
た
に
設
け

た
こ
と
、
償
還
期
間
を
最
長
10
年

か
ら
15
年
に
延
長
す
る
な
ど
事
業

内
容
の
拡
充
を
行
い
、
市
民
に

と
っ
て
よ
り
利
便
性
の
高
い
事
業

と
な
っ
た
。
今
後
、
返
還
金
未
納

者
の
督
促
や
戸
別
訪
問
等
の
未
納

者
対
策
を
行
い
、
適
正
な
奨
学
金

事
業
の
運
営
に
努
め
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

奨
学
金
の
返
還
が
厳
し
い
場
合

は
、
返
還
計
画
の
変
更
を
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
奨
学
金
の

額
の
増
額
及
び
返
還
期
間
を
延
長

さ
れ
、
非
常
に
い
い
改
正
を
さ
れ

て
い
る
。

体
力
向
上
推
進
事
業

◆
目
的

　

市
内
の
児
童
生
徒
の
体
力
の
実

態
を
把
握
し
、
体
力
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
教
師
の
体
育
（
保

健
体
育
）
の
授
業
に
お
け
る
指
導

力
向
上
を
図
る
。

◆
総
合
評
価

　

知
育
・
徳
育
・
体
育
の
調
和
の

と
れ
た
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
た

め
に
は
、
体
力
の
向
上
は
欠
か
せ

な
い
項
目
で
あ
り
、
今
後
も
体
力
・

運
動
能
力
調
査
の
実
施
と
そ
の
分

析
、
教
師
へ
の
研
究
授
業
を
と
お

し
た
授
業
力
向
上
の
た
め
の
指
導

を
行
い
、
市
と
し
て
継
続
的
・
計

画
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

学
校
間
で
体
力
向
上
に
対
す
る

意
識
や
取
組
に
差
が
見
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
平
成
29
年

度
も
し
っ
か
り
啓
発
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
健
康
な
身
体
を
つ
く
る
意
味

で
も
小
さ
い
時
か
ら
運
動
の
習
慣

を
つ
け
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
の

で
、
引
き
続
き
体
力
向
上
の
推
進

を
お
願
い
し
た
い
。

◆
目
的

　

志
布
志
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
存
活

用
の
拠
点
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
に
郷
土
の
歴
史
に
対

す
る
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
事
で
、

郷
土
愛
や
郷
土
に
対
す
る
誇
り
を

培
う
事
も
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。

◆
総
合
評
価

　

企
画
展
示
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
郷
土
の
歴
史
や

文
化
財
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
り
、

郷
土
愛
や
郷
土
に
対
す
る
誇
り
を

培
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
今
後
も

志
布
志
の
歴
史
に
関
す
る
企
画
展

示
会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

過
去
最
高
の
入
館
者
を
記
録
し

た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
５
万

円
と
い
う
少
な
い
予
算
の
中
で
、

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
成
果
を

上
げ
て
い
た
だ
い
て
と
て
も
あ
り

が
た
い
。
今
後
も
、
い
ろ
い
ろ
な

企
画
を
し
て
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。

市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　
　

企
画
展
示
会
事
業(

よ
み
が
え

る
志
布
志
線
・
大
隅
線
の
歴
史)

青
少
年
芸
術
鑑
賞
事
業

◆
目
的

　

市
内
の
青
少
年
に
対
し
て
、
優

れ
た
音
楽
・
舞
台
芸
術
鑑
賞
の
機

会
を
与
え
、
芸
術
に
対
す
る
興
味
・

関
心
を
も
た
せ
、
創
造
的
な
芸
術

文
化
の
情
操
形
成
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

◆
総
合
評
価

　

子
ど
も
た
ち
を
心
身
共
に
健
全

で
感
情
豊
か
に
育
む
こ
と
、
将
来

性
豊
か
な
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
育
成
す
る
た
め
に
も
引
き
続
き

必
要
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
も
質
の
高
い
鑑
賞
事
業
（
伝

統
芸
能
、
音
楽
体
験
、
劇
団
公
演

等
）
の
提
供
に
取
り
組
み
た
い
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

子
ど
も
た
ち
の
こ
こ
ろ
の
育
成

に
は
、
生
の
芸
術
に
触
れ
さ
せ
る

こ
と
が
非
常
に
大
切
だ
と
思
う
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
も
ら

い
た
い
。
こ
れ
ま
で
も
数
か
所
の

学
校
で
地
域
住
民
と
子
ど
も
た
ち

が
一
緒
に
鑑
賞
し
て
お
り
、
学
校

側
の
収
容
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
今

後
も
芸
術
鑑
賞
が
で
き
る
よ
う
に

提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

青
少
年
研
修
支
援
事
業(

海
外)

◆
目
的

　

自
然
・
文
化
・
言
語
の
異
な
る

海
外
（
ア
メ
リ
カ
）
に
青
少
年
を

派
遣
し
、
国
際
感
覚
を
醸
成
す
る

と
と
も
に
、
自
己
の
確
立
と
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
。

◆
総
合
評
価

　

本
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

幅
広
い
視
野
と
国
際
感
覚
、
語
学

力
の
向
上
が
図
ら
れ
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
青
少
年
育
成
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
必
要
な
事
業

で
あ
る
。
シ
ア
ト
ル
研
修
に
つ
い

て
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
定
員
を

超
え
る
申
込
数
が
あ
る
た
め
、
定

員
に
つ
い
て
検
討
す
る
余
地
が
あ

る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

参
加
希
望
者
の
数
が
定
員
を
超

え
た
年
度
が
あ
る
と
い
っ
て
も
多

く
て
３
名
で
あ
る
の
で
、
シ
ア
ト

ル
研
修
（
高
校
）
の
定
員
は
４
名

の
ま
ま
で
い
い
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
こ
の
事
業
は
、
他
の
市
町
村

と
比
較
し
て
も
補
助
率
な
ど
非
常

に
恵
ま
れ
た
事
業
だ
と
思
わ
れ
る

の
で
、
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

生
徒
指
導
推
進
事
業

◆
目
的

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機

関
等
が
連
携
を
図
り
、
よ
り
よ
い

生
徒
指
導
態
勢
を
確
立
す
る
。
併

せ
て
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
・
早

期
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た

な
不
登
校
生
の
出
現
の
抑
止
に
取

り
組
む
。

◆
総
合
評
価

　

い
じ
め
や
不
登
校
問
題
等
は
、

在
籍
す
る
す
べ
て
の
児
童
生
徒
に

起
こ
り
う
る
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、

い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
を
予

見
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
問
題

で
あ
り
、
今
後
も
市
と
し
て
継
続

的
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

◆
外
部
評
価
委
員
の
意
見

　

新
た
な
不
登
校
生
の
出
現
の
抑

止
が
図
ら
れ
な
ど
、
成
果
を
出
し

て
い
る
こ
と
に
対
し
感
謝
し
て
い

る
。
い
じ
め
及
び
不
登
校
に
つ
い

て
は
、
様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ

る
と
思
う
。
保
護
者
、
学
校
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
及
び
市

の
関
係
課
等
と
連
携
し
、
不
登
校

の
子
ど
も
た
ち
へ
早
め
の
対
応
を

お
願
い
し
た
い
。

■問い合わせ先：教育委員会　教育総務課　総務係　℡：472-1111（内線 310）
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～ 『志』・季・折・々 ～
市内の美しい風景や、歴史・文化を感じさせて

くれるもの等を写真でご紹介します。

読者の皆様からの写真のご提供も、

お待ちしています。

【今月の１枚：栗（霧岳）】

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

か
や
あ
り
て
妻
と
そ
い
寝
の
五
十
年�

　

吉
村　

公
平

野
ボ
タ
ン
の
私
語
の
は
じ
ま
る
薄
暮
か
な�

　

肥
後　

洋
子

神
様
に
は
な
り
た
く
な
い
と
天
皇
の
夏
休
み　

暉
峻　

康
瑞

事
も
無
き
日
の
あ
れ
か
し
と
鈴
を
打
つ　
　
　

里
平　

信
義

薄
れ
ゆ
く
人
の
記
憶
や
梅
雨
不
安�

　

八
久
保
チ
ズ
子

子
は
笑
う
母
親
は
添
い
寝
の
髙
鼾　
　
　
　
　

岩
根　

長
初

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

夏
来
れ
ば
浮
か
ぶ
思
ひ
出
シ
ベ
リ
ア
に
爆
弾
胸
に
覚
悟
決
め
し
日　
　
　
　
　

福
元　
　

忍

笑
む
こ
と
の
少
な
く
な
り
し
病
む
妻
の
夢
路
に
わ
ら
ふ
や
幸
せ
な
ら
ん　
　
　

徳
田　

将
人

さ
よ
な
ら
は
ず
っ
と
逢
へ
な
く
な
り
そ
う
で
明
日
又
ね
と
軽
く
手
を
振
る　
　

矢
野　

む
つ

猛
暑
の
予
報
に
憂
い
庭
先
の
う
す
青
色
の
朝
顔
あ
ま
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口　
　

嵐

荒
草
を
分
け
て
一
本
夏
水
仙
陽
射
し
集
め
て
淡
き
紅
色　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
津
川
頼
子

命
日
に
酒
を
供
え
し
夢
の
中
「
も
う
止
め
た
よ
」
と
笑
い
て
消
え
た　
　
　
　

�

萩　
　

幸
子

爺
ち
ゃ
ん
に
楽
し
み
も
た
ら
す
孫
力
テ
レ
ビ
に
映
る
背
番
号
９　
　
　
　
　
　

木
下
マ
キ
子

気
の
源
は
禅
の
精
神
意
識
な
り
千
変
万
化
陰
陽
の
法　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
原　
　

繁

長
き
日
々
病
の
床
に
臥
す
人
に
故
郷
の
海
見
せ
た
き
と
思
う　
　
　
　
　
　
　

水
上
カ
ズ
エ

百
五
才
日
野
原
先
生
逝
か
れ
し
と
テ
レ
ビ
の
前
に
手
を
会
わ
せ
た
り　
　
　
　

石
峰
カ
ズ
子

音
量
の
リ
モ
コ
ン
押
せ
ば
耳
遠
く
な
り
ま
し
た
ね
と
妻
は
笑
い
ぬ　
　
　
　
　

福
岡　

國
博

叱
ら
れ
て
に
ら
み
返
し
て
叱
ら
れ
て
そ
れ
で
も
貴
方
を
先
生
と
言
う　
　
　
　

橋
口　

裕
子

故
郷
に
や
っ
と
来
ま
し
た
墓
参
り
静
か
に
祈
る
感
謝
の
気
持
ち　
　
　
　
　
　

松
元　

文
子

黄
の
色
に
色
ず
い
て
来
た
瓜
二
つ
無
事
だ
っ
た
か
と
声
か
け
る
朝　
　
　
　
　

水
沼　
　

誠

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）　

良よ

か
歳せ

ぼ暮
は�

娘む
す
めが
全ず

る部
っ�

持も

っ
帰も
ど

っ�

　
　
　

新
地　
　

誠

（
唱
）何い

っ時
の
こ
め
じ
ゃ
か�

車く
い

め
積つ

ん
じ
ょ
っ����　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝あ
さ
ね
ご
ろ

寝
奴�

ご
ろ
い
と
飯め
し

も
食く
わ

じ�

運ま

く転
っ　
　
　

��　

木
藤　

冨
美

（
唱
）
親お

や父
じ
似に

っ
せ
え�

や
っ
け
な
息む
ひ
こ子

同ど
う
そ
か
い

窓
会�

繰く

い
の
良よ

か
奴と

が�

旗
を
振
っ　
　

��　
　
　

伊
地
知　

孝

（
唱
）
き
か
ん
太た

ろ郎
ど
が�

社し
ち
ょ長

い
な
っ
せ
え

肥こ

ゆ
い
は
っ�

終は

い始
と
茶ち
ゃ
の飲
ん
ち�

菓か
子
す
食た
も

っ　

��　

樋
渡
草
団
子

（
唱
）
大う
ぜ
け
ん
ば
な

世
間
話
し�

友ど

し達
も
帰も
ど

ら
じ

加か
け
ぎ
わ
っ

計
疑
惑�

真し
ん
そ相

ご
ろ
い
と�

闇や

み
追う

や遣
っ������　
　
　

満
留　

ぐ
み

（
唱
）
ミ
サ
イ
ル
が
飛つ

っ�

騒そ

ど動
を
し
で
け
っ

歳と
し

の
違ち

ご�

娘お
ご

い
惚ほ

れ
た
や�

若わ

こ
け
な
っ�　

�　
　
　

新
地　

十
意

（
唱
）
毎め
あ
さ
さ
ん
ぽ

朝
散
歩
で�

い
っ
き
ょ
楽た
の

し
ゅ
ん

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

満
月
や
今
日
の
ひ
と
日
に
手
を
合
わ
せ　
　

松
元　

咲
子

一
片
の
雲
な
ど
無
力
秋
暑
し　
　
　
　
　
　

川
畑　

充
子

山
い
く
つ
越
え
て
も
越
え
て
も
秋
の
空　
　

横
山　

良
子

十
五
夜
の
月
に
一
人
で
手
を
合
わ
せ　
　
　

城
之
園
よ
し
え

流
灯
に
想
い
を
の
せ
て
見
送
り
ぬ　
　
　
　

熊
谷　

珠
乃

芋
虫
よ
急
げ
横
断
歩
道
だ
ぞ　
　
　
　
　
　

本
村　

湧
水

新
米
を
土
産
に
送
り
旅
支
度　
　
　
　
　
　

春
日　

ふ
く

村
祭
り
指
揮
は
昔
の
餓
鬼
大
将　
　
　
　
　

本
村
多
可
子

文
芸

Japanese Poem of 31syllables 
*Haiku Poem*Comic Haiku*



　高齢者宅に、「保険料や医療費の還付金があります。銀行口座はどちらですか。現金自動預払機（ＡＴＭ）で受取手続

ができるので、銀行へ行ってください。」などといった不審電話が鹿児島県内で多発しています。　

　電話の指示に従って現金自動預払機（ＡＴＭ）を操作し、現金を振り込んでしまい、被害にあった事例も起こってい

ます。

　市役所などの公的機関が保険料（税）や医療費などを銀行やコンビニなどの現金自動預払機（ＡＴＭ）を使って払い

戻しをしたり、暗証番号をお聞きすることは、絶対にありません。

　不審な電話があったときは、その場で対応しないで、下記まで問合せください。

◆国民健康保険の方の問い合わせ先：

　志布志市役所　保健課　国民健康保険係　℡ 474-1111（内線 122 ～ 125）

◆後期高齢者医療の方の問い合わせ先：

●鹿児島県後期高齢者医療広域連合：℡ 099-206-1397

●志布志市役所　保健課　国民健康保険係　℡ 474-1111（内線 122 ～ 125）

被害にあわないための注意点

　還付金詐欺等の被害にあわないように、次のことにご注意ください。

●生年月日、口座番号、携帯電話やキャッシュカードの有無などを簡単に教えない。

●被保険者証やキャッシュカードを渡さない。

●相手の身分を必ず確認し、不審な番号には電話をしない。

●不審に思ったら、電話を切り、市役所の代表番号へ電話をし、担当課へ確認をすること。
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◆公売方法：入札方式　　
◆�携行品：印鑑（認印可、シャチハタ不可）、身分証明書（運転免許証等）
　公売保証金（現金または小切手で納めてください。）
※代理人による入札の場合、委任状及び代理人の印鑑・身分証明書
◆その他：いずれも公簿表示で現況渡しです。

税の広場

今月の納税

口座振替日：

1 0 月 3 1 日（火）

　口座振替をされる方は、口座振替日の前日
までに残高確認をお願いします。

●市県民税（３期）
●国民健康保険税（６期）
●介護保険料（６期）
●後期高齢者医療保険料（６期）

※ 納税証明等の交付について

　金融機関等で納付してから市役所で納付確
認ができるまで、約１週間程度かかる場合が
あります。納付後、早急に納税証明等が必要
な場合は領収書等をお持ちの上、交付請求し
てくださいますようお願いします。 本庁��税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153）�

収納管理係（内線 147・148）問

志布志市の税金に関することや滞納処分の状況をご紹介します。

Tax Information

納　期　限：

平成29年度 滞納処分等実施状況について
　
生
活
状
況
に
よ
り
一
度
に
納
税
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
や
失
業
・
病
気
等
で

収
入
が
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

庁
・
各
支
所
の
税
務
窓
口
で
納
税
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、

大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不動産など）を差し押

さえることになります（法律では、「督促状を発した日から起算して 10

日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなけれ

ばならない」と定められています）。

◆差押えを実施した件数
　（平成 29 年度 ４～８月） 1 4 0 件
差押えの内容：
●債　権：32 件　●預貯金：86件

●不動産：16�件　●給　与：５�件

●動　産：１�件

不動産公売会を実施します。
国民健康保険の財政は、

危機的状況です！
特定健診を受診した場合と受診していない場合の生活習慣病に

かかっている方の一人当たり医療費は、特定健診を受診してい
ない場合の方が、統計的に「約 27 万円」高くなっています。

特定健診の受診の有無により、医療費も増減することになり
ますので、国民健康保険の皆様も特定健診を受診するよう

お願いします。　

シリーズ・国保

本庁��税務課　滞納整理係　℡：474-1111　（内線 153）�問

売却区分番号 公売財産の名称、性質及び数量 見積価額 公売保証金

29-34 志布志町安楽字西迫 4801 番１　山林　8167㎡ 141,000 円 ―

● 10 月 24 日（火）入札実施分（９時 30 分受付　10 時入札）　　入札会場：有明地区公民館小会議室１
！

1 0 月 2 5 日（水）

※ 市報しぶし９月号で掲載した売却区分番号 29-28、29-29 及び 29-31 から 29-33 までの入札も同時に行います。
※公売物件の詳細については、ホームページ及び本庁・各支所窓口にあるチラシをご覧ください。

公的機関の職員を装った不審電話や還付金詐欺にご注意ください

■問い合わせ先：保健課�国民健康保険係　℡：474-1111�（内線：122 ～ 125）

区分
平成 29 年 9月までの

居住費

平成 29 年 10 月から
平成 30 年３月までの

居住費

平成 30 年４月からの
居住費

医療区分Ⅰ
（Ⅱ、Ⅲ以外の方） 320 円／月 370 円／月

370 円／月
医療区分Ⅱ、Ⅲ

（入院医療の必要性の高い方） 0円／月
200 円／月

難病患者 0円／月 0円／月

　65 歳以上の方が療養病床に入院したときは食費と居住費として定められた標準負担額を自己負担しますが、このう

ち居住費については、平成 29 年 10 月と平成 30 年４月の２回に分けて変更されます。

65 歳以上の方が療養病床に入院したときの居住費が変わります。

ご家族に高齢者がい

らっしゃる方は、注

意するよう声掛けを

お願いします。

「Yahoo ！官公庁オークション」で公売します。
◆公売参加申込期間：11 月８日（水）13 時から 11 月 21 日（火）23 時まで　　

◆公売保証金納付期限：11 月８日（水）13 時から 11 月 22 日（水）16 時まで　　
◆公売方法：●期間入札（売却区分番号 29-35 ～ 37）：11 月 28 日（火）13 時から 12 月５日（火）13 時まで
　　　　　　●期間競り売り（売却区分番号 29-38）：11 月 28 日（火）13 時から 11 月 30 日（木）23 時まで

売却区分番号 公売財産の名称、性質及び数量 見積価額 公売保証金

29-35 土地：志布志町志布志一丁目 3074 番２（宅地 87.46㎡）、建物（居宅） 620,000 円 70,000 円

29-36 土地：志布志町帖字向川原 6586 番１（宅地 331.50㎡）、建物（居宅・倉庫） 701,000 円 80,000 円

29-37 土地：志布志町帖字後迫 10171 番（宅地 483.00㎡）、建物（居宅） 1,624,000 円 170,000 円

29-38 au スマートフォン（アクオスフォン）シャープ製　品番：IS12SH 1,000 円 ―

 ※くわしくは 11 月 8 日（水）以降に掲載される Yahoo ！ JAPAN 及び市のホームページをご覧ください。



「
不
要
品
だ
け
」
と
言
っ
た
の
に　
　
　
　
　

貴
金
属
ま
で
買
い
取
ら
れ
た
！

　

突
然
訪
問
し
て
き
て
、「
不
要
品
だ
け
」
と
偽
り

高
価
な
も
の
ま
で
買
い
取
り
を
求
め
る
事
例
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

勝
手
に
上
が
り
こ
み
タ
ン
ス
を
物
色
さ
れ
た
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　

後
日
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
し
よ
う
と
し
て
も

「
事
業
者
に
連
絡
が
つ
か
な
い
」、「
紛
失
し
た
」
等

の
理
由
で
取
り
戻
せ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

一
度
買
い
取
ら
れ
た
物
を
取
り
戻
す
こ
と
は
大
変

困
難
で
す
。
訪
問
購
入
は
慎
重
に
行
い
、
売
り
た
く

な
い
も
の
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
市
役
所  

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
７
）
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年金知っ得!?

インフォメーション

pension

「共生・協働・自立」
皆でつくろう

のまち

consumer 
affairs

男女共同参画
もっと身近に！

Gender 
Equality

消費生活相談
知ってる？

community

市の事業を活用した
映画上映会が開催されます
　志布志市では、共生・協働・自立の社会づくりの

担い手となりうる市民グループ等の育成を行うこと

を目的に、一過性ではなく継続して行われる公益性

のある事業に対し、３回を上限として補助金を交付

しています。

　共生・協働・自立の市民活動支援事業を活用した

団体の紹介と取り組んだ事業の概要を紹介します。

◆団体名：そお福祉グループ　●会員数：７名

◆事業名：認知症への理解を深める映画上映会の開催

● 事業内容：平成 28 年９月に市社会福祉協議会の認

知症サポター養成講座を開催したことをきっかけ

に、家族や周りに認知症の方がいる方々の、日々

の対応の仕方を学ぶ

勉強会を偶数月に開

催しています。その

中で、日本医師会が

推薦する「徘徊」と

いう映画を知り、多

くの人に認知症と老

いについて理解を深

めていただくことを

目的に上映会を開催

します。

 ◆上映日：11 月 11 日（土）

　①回目 15：00 ～　　②回目 18：30 ～

◆上映場所：志布志市文化会館　

◆料金： 大 人 1,000 円（ 当 日 1,200 円 ）　　　　　

子ども 500 円（当日 600 円）

◆�チケット販売所：サンポートしぶしアピア、生協

コープ鹿児島志布志店

※ 市では、このような市民団体の事業をはじめ、広

く事業を募集しています。まずは相談だけでも結

構ですので、ご連絡をお待ちしています。

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は　
　
　
　
　
　

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
上
、

健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め

た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の

年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
29
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過

去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家

族
（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年

金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も

合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険

料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収

証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ

ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証

明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方

へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

　

税
法
上
と
て
も
有
利

な
国
民
年
金
は
、
老
後
は

も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故

な
ど
万
一
の
時
に
も
心

強
い
味
方
と
な
る
制
度

で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン

と
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
本
庁
市
民
環
境
課
年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１ （
内
線
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

男女共同参画市民講座を開催しました

　7 月 29 日と９月２日、志ふれあい交流館において、

ファイナンシャルプランナーの瀬尾由美子さんを講

師に迎え「はじめてのライフプランニング」と題し

て２回シリーズの講座を開催しました。

　１回目は教育資金等について、２回目は老後資金

等について “ 自分らしい ” 生活を送るための人生設

計について学びました。

参加者からは「説明が

と て も わ か り や す く、

役立ちました。もっと

回数を増やしてほしい」

と好評でした。

読み聞かせを行いました

　女性支援推進委員 10 名の皆さんが、志布志の民話「千

亀女」の紙芝居制作に取り組み、市内のサロンや子育て

支援センターで読み聞かせを行いました。

■問い合わせ先：企画政策課  男女共同参画推進室
　℡：474-1111（内線 250・258）

�ＤＶ、デートＤＶで悩んでいませんか。
相談無料、秘密は守ります。

◆志布志市女性支援相談専用フリーダイヤル　

　℡：0120-7
な や む

86-0
おごじょ

54（月�～�金��8：30 ～ 17：00）
身の危険を感じた場合は 110 番へ！

■問い合わせ先：企画政策課 地域政策係 

　℡：474-1111（257・252）

下書きした画用紙に絵の
具で色付けしました。場
面で登場人物の色合いが
かわらないように注意し
ました。

野神サロンで手作りの紙
芝居を披露しました。

訪
問
購
入
心
得

一��

い
き
な
り
訪
問
し
て
き
た
購
入
業
者
に
は
応
対
し
な
い

　

 

突
然
訪
問
し
て
勧
誘
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

一��

事
前
に
買
い
取
り
を
承
諾
し
た
物
品
以
外
売
ら
な
い

　

 

消
費
者
が
勧
誘
を
受
け
入
れ
た
物
品
以
外
の
物
品
に

つ
い
て
勧
誘
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 

承
諾
し
た
物
品
を
売
却
し
た
際
に
は
、
物
品
の
種
類

や
特
徴
、
購
入
価
格
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
等
に
つ

い
て
記
載
さ
れ
た
書
面
の
交
付
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

一��

売
却
後
、
８
日
間
は
物
品
を
引
き
渡
さ
な
い

　

 

消
費
者
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
（
法
律
で

定
め
ら
れ
た
書
面
交
付
か
ら
８
日
間
以
内
）
物
品

の
引
渡
し
を
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一��

む
や
み
に
貴
金
属
を
見
せ
な
い
、
触
ら
せ
な
い

※ 女性支援推進員は「志おごじょ隊」として防災の啓発活動
も行っています。
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●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所　□□□�－�□□□□

●電話番号（　　　）　　　－

お手数ですが

切手をお貼り

ください

8 ９ ９ ７ ４９２-

郵便はがき

志布志市役所��企画政策課

広報係　行
（No.142/2017-10）

　

今
月
は
、
有
明
町
に
お
住
ま

い
の
秀
雄
さ
ん
、
ア
ツ
さ
ん
ご

夫
婦
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

昭
和
23
年
に
地
元
の
方
の
紹

介
で
結
婚
し
た
お
二
人
。
秀
雄

さ
ん
は
農
業
や
土
地
改
良
区
で

働
き
、
ア
ツ
さ
ん
は
家
事
を
し

な
が
ら
か
ら
い
も
を
作
っ
た
り

し
て
、
４
人
の
子
ど
も
を
育
て

ら
れ
ま
し
た
。
今
で
は
孫
が
９

人
、
ひ
孫
が
14
人
と
た
く
さ
ん

の
ご
家
族
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
農
業
を
続
け
ら
れ
て

い
る
秀
雄
さ
ん
は
作
っ
た
か
ら

い
も
や
野
菜
を
孫
や
ひ
孫
に

送
っ
て
い
て
、
お
礼
に
送
ら
れ

た
ひ
孫
さ
ん
の
写
真
付
き
の
お

手
紙
を
嬉
し
そ
う
に
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

お
孫
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
、

お
嫁
さ
ん
が
働
い
て
い
る
間
は

ア
ツ
さ
ん
が
お
世
話
し
て
い
た

と
の
こ
と
で
、
も
う
す
ぐ
生
ま

れ
る
３
人
の
ひ
孫
の
こ
と
も
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

竹
ぼ
う
き
や
花
の
苗
を
作
っ

て
原
田
小
学
校
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
る
秀
雄
さ
ん
。「
木
六
、

竹
八
と
い
っ
て
木
は
６
月
、
竹

は
８
月
に
切
る
と
い
い
ん
だ

よ
」
と
昔
か
ら
伝
わ
る
知
恵
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
肩
を
組

ん
で
満
面
の
笑
顔
を
見
せ
て
く

れ
た
と
て
も
仲
の
良
い
秀
雄
さ

ん
、
ア
ツ
さ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

　 秀雄さん (90 歳）

　　　アツさん（89 歳）

　　　  　 　  　（有明町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

キラリ 青春！ 【志布志町】G
ギ ャ ビ ー

abby�さん　(24 歳）

今月の 題字

中学校　１年

��紫
し づ き

月�さん

　

今
月
は
、
小
学
４
年
生
か
ら
習
字
を

習
い
始
め
、
今
で
は
書
道
二
段
の
紫
月

さ
ん
が
題
字
を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
に

入
っ
て
い
る
紫
月
さ
ん
。
学
校
生
活
で

は
勉
強
と
部
活
を
し
っ
か
り
両
立
す
る

こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

紫
月
さ
ん
は
、
医
療
関
係
の
仕
事

に
就
い
て
、
病
気
や
け
が
で
困
っ
て

い
る
人
の
助
け
に
な
り
た
い
と
将
来

の
夢
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
勉
強

も
部
活
も
精
一
杯
頑
張
っ
て
、
将
来

の
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　YOUは何しに志布志市へ？

Ａ�．今年の 7月から小中学校で英語を教えるALT として働いてい

ます。アメリカのシアトル出身です。

Ｑ　志布志市（日本）に興味を持ったきっかけは？

Ａ�．おばあちゃんが日本人なので日本に興味を持って、中学生で日

本語を勉強し始めました。大学では日本とアメリカの歴史を専攻

して、日本に５か月間留学したこともあります。

Ｑ　志布志市はどうですか？

Ａ�．引越しのときにトラブルがあったりしたけれど、みんなやさし

くて手伝ってくれました。

　�　台風も経験してとても驚きました。シアトルとは気候が違って

『トロピカル』って感じです。

Ｑ　将来の夢は？

Ａ�．アメリカと日本を股に掛ける様な仕事をする会社のリーダーに

なりたいです。

読者プレゼント

　 あかり ちゃん（１歳 )

（志布志町）

　 心
み さ

咲 ちゃん（１歳 )

（有明町）

◆ ご家族からのメッセージ！

　笑顔の素敵なあかりちゃん。

　女の子らしい仕草をしたと思った

ら追いかけっこにかくれんぼ、華麗

なお布団ダイブ．．．いろんな意味で

目が離せません。

　夜はお母さん子になっちゃうけ

ど、たまにはお父さんと一緒に寝て

あげてね！

◆ ご家族からのメッセージ！

　お歌が大好きで笑顔がいっぱい

の心咲ちゃん。

　毎日いろんな姿を見せてくれて

成長が嬉しいです。

　これからも元気ですくすく大き

くなってね！

◆ ご家族からのメッセージ！

　毎日元気に保育園に通っていま

す。お家では牛や山羊のお世話も

上手にお手伝いしてくれます。

　一年生になったら明るく楽しく元

気良く小学校生活を送ってね！

　 大
だいりき

力 ちゃん（５歳 )

（松山町）

　今月の読者プレゼントは、お

便りをくださった方の中から抽

選で、ひまわり券 5 枚と、( 有)

北 﨑水産加工さんの「ちりめ

んくるみ」をプレゼントしま

す！（詳しくは３ページをご覧

ください）

　ぜひ、ご応募ください！
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★アンケート★【10 月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます）

高い医療費 みんなで助け合い 国保の心
◆平成29年７月分の医療費の状況です。

医療費総額 ２７３，７３８，７８２円
７月末�国保加入者数 ９，０８９人
１人当たり医療費

（医療費総額／国保加入者数） ３０，１１８円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２５，３３２円
個人負担額 ４，７８６円

１人当たり医療費の前年同月比 6.5％減。この金額は、国民健康保険に加
入している皆さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が支
払った医療費です。医療費総額の約 84.1％を市（国保）が負担しています。

市の人口
人口：３２，００９人
男性：１５，１５１人
女性：１６，８５８人　

転入：６６人　��転出：９６人
出生：２５人　��死亡：３４人

世帯数：１５，６９９戸

（－３ ９ 人）
（－２１人）
（－１８人）

（－２０世帯）

志布志港 平成 29 年８月分
※資料：鹿児島税関支署

①貿易船入港隻数：55 隻（日本 0、外国 55）
②輸出：14 億 22 百万円
③輸入：99 億 95 百万円

今
年
も
コ
ス
モ
ス
が
楽
し
み
で
す

　

今
年
も
野
井
倉
の
コ
ス
モ
ス
ロ
ー

ド
の「
コ
ス
モ
ス
祭
」が
楽
し
み
で
す
。

　

地
域
の
祭
り
に
参
加
し
た
後
、
喜

寿
の
同
窓
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
宇

都
中
を
昭
和
30
年
に
卒
業
し
た
仲

間
で
す
。（

う
と
ん
山
30
会�

78
歳�

男
）

▼
　

市
外
か
ら
の
お
便
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド
は
地
域
の
皆

様
の
努
力
に
よ
っ
て
、
志
布
志
市
の

秋
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
、
多

く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

視
界
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
コ
ス

モ
ス
が
秋
風
に
揺
れ
る
絶
景
を
、
ぜ

ひ
同
級
生
の
皆
さ
ん
で
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

数
年
ぶ
り
の
故
郷

　

先
日
は
数
年
ぶ
り
に
志
布
志
に
帰

り
、
先
祖
の
墓
参
り
を
し
ま
し
た
。

　

町
の
変
わ
り
よ
う
に
は
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。（

ペ
ン
ネ
ー
ム
な
し� �

女
）

　

▼

　

市
外
か
ら
の
お
便
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

志
布
志
市
を
離
れ
て
か
ら
も
、
志

布
志
市
の
こ
と
を
思
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
近
は
高
速
道
路
や
港
な
ど
の
整

備
が
進
み
、
久
し
ぶ
り
に
見
た
方
は

町
の
様
子
が
変
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

良
い
意
味
で
『
ふ
る
さ
と
が
変

わ
っ
た
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

　
※ 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か

わ
ら
ず
、
い
た
だ
い
た
お
便
り
か

ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
お

便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

 

プ
レ
ゼ
ン
ト
応
募
の
際
、
一
言
で

も
結
構
で
す
の
で
、
ご
意
見
な
ど

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

市民のこえ
・

お寄せいただいた
お便りを
ご紹介します！

お便り、お待ちしています

　市報しぶしを読んだ感想や今後取

り上げて欲しい特集、志布志市に対

するご意見等何でもお好きなことを

書いてください（一部修正して掲載

する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その

月のプレゼントの応募対象になりま

す。それ以降の分は次月の応募対象

となりますので、ご了承ください。

　頂いた「お便り」は「市民のこえ」�

コーナーに掲載します（お便りが多

数の場合には担当にて選考の上掲載

します）。個別の回答はいたしませ

んので、ご了承ください。

平成 29 年８月 31 日現在
（　）は前月比

こちらのコーナーは、

インターネット版では

ご覧いただけません。

ご了承ください。

む
し
歯

９月に行われた５歳児歯

科検診で、むし歯も処置

歯も無かった子どもたち

です！
　�結

ゆ ま

麻�ちゃん 　�孝
こうた

太�ちゃん 　�歩
あゆむ

夢�ちゃん 　�珠
す ず か

寿香�ちゃん

彼岸花（有明町仮屋地区）
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市役所からの大事なお知らせ
① 山重幼稚園の平成 3 0 年度園児募集（教育委員会  有明教育分室）

② 市有財産（土地）を売却します（財務課　管財係）

⑦ 農業委員会制度が大きく変わります（農業委員会）

③ 鳥獣を寄せ付けない取組を実践しましょう！（耕地林務水産課　林務水産係）

⑤ 狂犬病の予防注射を受けましょう（市民環境課　環境政策係）

⑥ マイナンバーカード（個人番号カード）を受け取られましたか（市民環境課　市民係）

①
山重幼稚園の平成 30 年度園児募集

　市教育委員会では、平成 30 年度山重幼稚園の園児を募集します。

◆�対象児童：入園時点で満３歳以上

◆募集定員：35 名

◆保育時間：８時 15 分から 14 時まで

●預かり保育 ( 実費徴収あり )： ７時 30 分から８時 15 分まで　　　　　　　　　

14 時から 17 時 30 分まで

◆募集期間： 11 月１日 ( 水 ) から平成 30 年１月 31 日 ( 水 ) まで　　　　　　　　

　　　　　　（土・日・祝日及び 12 月 29 日 ( 金 ) から１月３日 ( 水 ) を除く）

※ 保育料等についてはお問合せください。

※幼稚園の保育状況見学を希望される方は、事前に山重幼稚園へご連絡ください。

■問い合わせ先：●山重幼稚園　℡：475-1922

　　　　　　　　●教育委員会有明教育分室　電話 474-1111（内線 137）

②
市有財産（土地）を売却します

◆�申込受付：10 月 16 日（月）～ 11 月２日（木）　８時 30 分から 17 時まで（土・日・祝日は除く）

　　　　　　※郵送での申し込みは受付しません。

◆�入札日：11 月８日（水）　９時から　※受付時間：８時 55 分まで

◆�入札会場：本庁別館２階Ｃ会議室

◆�市有財産売却地（入札分）

■問い合わせ先：財務課　管財係　℡：474�-�1111（内線 242・243）

　売却する土地は全て現状のまま引き渡しますので、必ず現地をご確認ください。

※入札参加資格等の詳細は、志布志市ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

物件番号 所在地 地目 面積 最低売却価格

16 松山町新橋 88 番 23 宅地 532.81㎡ 円

③
鳥獣を寄せ付けない取組を実践しましょう！

知らず知らずのうちに農地や集落が獣のえさ場になっていませんか？
～秋から冬場にかけての取組が重要です～

被害防止のポイントは、えさ場、隠れ場所をなくして「寄せ付けない」

対策その１　 農地の「獣のえさ場」をなくしましょう。 

　被害を発生させないために、冬季のえさ場をなくしましょう。

　「えさ場」があるということは「餌付け」と同じです！！
　水田では、収穫後に伸びた稲の葉を獣に食べられないようにしましょう。

　収穫後も電気柵等を適切に設置し、農地への侵入を防止しましょう。

　 獣が、えさ場と認識すると、翌春の植付後から被害が発生・拡大します。

対策その２ 　農地周辺の「獣の隠れ場所」をなくしましょう。

　農地周辺の耕作放棄地、茂み、ヤブ等を解消し、獣のすみかや潜み場を

なくしましょう。

対策その３ 　「環境点検」を実施しましょう。

　獣のえさ場や隠れ場所がないか、農地周辺の環境点検を定期的に行いましょう。

※市では、狩猟免許取得講習会費用、電気柵購入に対する費用の一部助成を行っています。

■問い合わせ先：�●狩猟免許取得講習会費用の一部助成に関する問い合わせ先　　　　　　　　　　　　

　耕地林務水産課　林務水産係　℡：474-1111（内 424）

　　　　　　　　 ●電気柵購入に対する費用の一部助成に関する問い合わせ先　　　　　　　　　　　　

　農政畜産課　生産流通係　℡：474-1111（内 433）

鳥獣被害が発生する仕組み

収穫の残り物を放置 えさ場と認識される 翌年被害発生

点検の視点

　農地内に「えさ場（放

任果樹、収穫の残り物

等の放置）」はないか。

　農地周辺に獣のすみ

か（ヤブ、けものみち）

はないか。

⑧ 商品券販売のお知らせ（港湾商工課　商工振興係）

④
行政告知放送端末の設置費用をご負担いただきます

　現在、ひと家庭に 1 台を無償にて行っている告知端末の設置について、平成

30 年４月から設置費用をご負担いただきます。一律 28,000 円（非課税世帯等

を除く）です。

　設置がお済みでないご家庭がありましたら、早めの設置をご検討ください。

■問い合わせ先：情報管理課　地域情報係　℡：474-1111（内線 322）

④ 行政告知放送端末の設置費用をご負担いただきます（情報管理課　地域情報係）
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⑤
狂犬病の予防注射を受けましょう

◆注射手数料および新規登録手数料
●登録済みの犬：3,400 円　　●新規登録の犬：6,400 円（登録手数料 3,000 円＋注射手数料 3,400 円）

■問い合わせ先： ●本庁　市民環境課　環境政策室　℡：474-1111（内線 134）��　　���　　

●志布志支所　市民税務課　環境衛生係　℡：472-1111（内線 224）　　

●松山支所　総務市民課　市民係　℡：487-2111（内線 224）

　下記の日程で狂犬病予防集合注射を実施します。対象は生後 91 日以上の犬で、今年度注射を接種して

いない犬です。最寄りの会場で接種くださいますようお願いします。

実施日 場所 時間

10 月
19 日
（木）

八野地区構造改善センター 9:00 ～ 9:10
潤ヶ野地区営農センター 9:20 ～ 9:30
旧天神ドライブイン前 10:00 ～ 10:20
志布志地区公民館 10:30 ～ 10:50
香月地区公民館 11:00 ～ 11:20
大田食堂（一丁田） 11:30 ～ 11:50

10 月
20 日
（金）

田之浦ふるさと交流館 9:00 ～ 9:10
森山地区生活改善研修センター 9:20 ～ 9:30
帖五区農産加工センター 9:40 ～ 9:50
公設地方卸売市場駐車場 10:00 ～ 10:20

文化会館駐車場 10:30 ～ 10:50
平川商店（清水） 11:00 ～ 11:20
安楽地区公民館 11:30 ～ 11:50

◆志布志地区
実施日 場所 時間

10 月
24 日
（火）

新橋地区公民館裏 9:00 ～ 9:30
泰野地区公民館 ９:40 ～ 10:10
尾野見地区公民館 10:20 ～ 10:50

◆松山地区

実施日 場所 時間

10 月
26 日
（木）

伊﨑田青少年館 9:30 ～ 9:50
市役所下畜産指導センター 10:10 ～ 10:30

蓬原青少年館 10:50 ～ 11:10
通山青少年館 11:30 ～ 11:50

川西地区公民館（農村研修センター）13:00 ～ 13:20
原田青少年館 13:40 ～ 14:00
野神青少年館 14:20 ～ 14:40
山重青少年館 15:00 ～ 15:20

◆有明地区

※狂犬病予防法により、生後 91 日以上の犬には、登録と狂犬病予防注射が義務付けられています。
※ 転入、転出で犬の移動があった場合や飼い主が変わった場合、または犬が死亡した場合は手続きが必要

ですのでご連絡ください。

⑥
マイナンバーカード（個人番号カード）を受け取られましたか

◆時間：８時 30 分～ 17 時 15 分（土、日、祝日を除く）
◆場所：はがきに記載されている「交付場所」
◆�受け取りに必要なもの：①交付通知書（はがき）、

②マイナンバー通知カード、③本人確認書類（１点
必要な方：運転免許証、パスポートなど顔写真のあ
るもの。２点必要な方：保険証、年金手帳、学生証
など顔写真のないもの）

◆�その他：必ず申請されたご本人が受け取りにお越し
ください。

■問い合わせ先： 
●本庁�市民環境課�市民係　℡：474�-�1111（内線 112）

●松山支所�総務市民課�市民係　℡：487�-�2111（内線 321）

●志布志支所�市民税務課�市民係　℡：472�-�1111（内線 222）

　市では、マイナンバーカードの交付申請をされた方には、カードをお渡しする準備ができしだい交付通
知書（はがき）を送付していますが、「はがきをなくされた方」、「はがきに記載している受取期限を過ぎ
ている方」のマイナンバーカードを保管していますので、事前にお問い合わせの上、受け取りいただきま
すようお願いします。

農業委員の選出方法が大きく変わります

■問い合わせ先：農業委員会事務局　　℡：487-2111（内線 301）

　平成 30 年 4 月から新たな農業委員会制度が適用されます。農業委員の選出方法が公職選挙法に基づく選

挙および選任制から推薦・応募により募集し、「議会の同意を得て市長が任命する」任命制になりました。

◆�農業委員会等に関する法律の改正により、これまでの選

挙制及び選任制から、市議会の同意を要件とする市長任

命制になりました。

◆�定数は、条例で定められ 20 人です。

◆�農業委員の過半数は、認定農業者でなければなりません。

◆�年齢や性別等に著しい隔たりが生じないように配慮する

ことが求められます。

◆�委員会の所掌に属する事項に関し利害関係を有しない、

中立な立場の者を 1人以上含まなければなりません。

◆�農業委員の公募については、平成 29 年 11 月 14 日（火）

から 12 月 14 日（木）の予定です。

農業委員選出方法の流れ

市長が任命

市議会の同意

選　考

応募状況の公表

公募の実施

⑦

⑧
商品券販売のお知らせ

◆商品券詳細：１冊（1,000 円券 12 枚綴り 12,000 円分）を１万円で販売します。（プレミアム率 20％）

◆販売開始：�11 月中旬予定

◆販売場所：� 志布志市商工会各所（志布志本所・松山支所・有明支所）およびサンポートしぶしアピア

◆購入資格：志布志市民のみ

◆必要な物：��志布志市民であることを証明できるもの（免許証、健康保険証、マイナンバーカード等で住所、

氏名、生年月日が確認できるもの）※購入者全員分が必要です。

◆�購入限度額：１人３万円（３ 冊）まで

◆�使用期限：平成 30 年１月 31 日（水）まで

◆取扱店舗申込：�商工会会員以外の店舗も商品券を取り扱うことができます。商品券の取扱いを希望され

る場合は、志布志市商工会志布志本所（℡：472-1108）にお問い合わせください。

※ 詳細（販売開始日、時間、場所等）は決定し次第、志布志市商工会ホームページ（http://shibushi.

kashoren.or.jp）等でお知らせします。

■問い合わせ先：港湾商工課　商工振興係　℡：474-1111（内線 286）

　市内商工業の振興、地域経済の活性化を図るため、プレミアム（割増金）付きの商品券を総額２億４千万

円分発行します。
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志
布
志
の
本
質
的
な
価
値
や
発
展
の

可
能
性
を
テ
ー
マ
と
す
る
本
コ
ラ
ム
、
前

回
に
引
き
続
き
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
※1

に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
の
春
先
か
ら
政
府
広
報
や
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
〝
ふ
る
さ
と
納
税
の

功
罪
〟
に
関
す
る
通
達
や
報
道
が
過
熱

し
、
９
月
末
現
在
も
な
お
総
務
省
や
各

市
町
村
の
動
向
に
つ
い
て
様
々
な
議
論

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
今
年
４
月

に
総
務
省
か
ら
通
達
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
「
金
券
や
電
子
マ

ネ
ー
な
ど
金
銭
類
似
性
の
高
い
も
の
」

「
電
気
・
電
子
機
器
や
貴
金
属
な
ど
の
資

産
性
の
高
い
も
の
」
等
の
制
度
本
来
の

趣
旨
に
反
す
る
返
礼
品
の
規
制
に
対
す

る
各
自
治
体
の
対
応
が
大
き
く
分
か
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
通

達
後
の
８
月
に
行
わ
れ
た
改
造
内
閣
に

お
け
る
新
総
務
大
臣
か
ら
は
、
そ
れ
ま

で
の
強
い
「
規
制
路
線
」
か
ら
「
各
自

治
体
の
自
主
性
や
個
別
判
断
を
重
視
す

る
」
旨
の
言
及
も
さ
れ
、
い
っ
そ
う
制

度
の
意
義
や
各
自
治
体
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
点
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
制
度
趣

旨
に
掲
げ
て
い
る
「
地
域
の
活
性
化
」

を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、（
税
制
上
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金
の
源
泉

は
納
税
者
が
居
住
す
る
市
町
村
の
住
民

税
で
す
が
）
実
際
の
お
金
の
流
れ
に
着

目
し
、
寄
附
金
を
市
外
か
ら
得
ら
れ
る

「
外
貨
」
と
捉
え
る
視
点
も
必
要
と
思

い
ま
す
。

　

以
前
詳
述
の
と
お
り
、「
地
域
経
済

の
活
性
化
」
は
よ
り
多
く
の
「
外
貨
」

つ
ま
り
「
市
外
・
県
外
・
海
外
か
ら
志

布
志
市
内
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
支
払

わ
れ
る
お
金
」
を
地
域
内
に
流
入
さ
せ

る
か
で
あ
り
、
そ
の
測
定
に
は
、
自
治

体
レ
ベ
ル
の
「
産
業
連
関
表
」
等
を
作

成
し
、
各
施
策
の
経
済
効
果
や
他
地
域

と
の
比
較
に
つ
い
て
定
量
的
に
分
析
す

る
こ
と
が
有
用
で
す
。
※2

　

そ
し
て
、
市
外
に
提
供
さ
れ
「
売
上

（
外
貨
）」を
獲
得
し
て
い
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
が
地
域
内
で
供
給
・
生
産
さ
れ
て

い
る
ほ
ど
、
地
域
全
体
の
最
終
的
な
利

潤
の
増
大
が
図
ら
れ
、
地
域
内
の
家
計

や
所
得
の
向
上
等
、
地
域
経
済
の
活
性

に
よ
り
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。
※3

　

こ
う
し
た
中
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
受

付
寄
附
額
の
最
大
手
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
を
運
営
す

る
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
社
（
東
京
都
目
黒

区
）
が
、
総
務
省
の
管
理
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
や
専
門
機
関
と
連
携
し
て
、
各

自
治
体
に
お
け
る
産
業
連
関
表
を
用
い

た
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
経
済
効
果
」
に

関
す
る
研
究
に
着
手
し 

、
同
研
究
に

お
い
て
志
布
志
市
が
「
モ
デ
ル
地
区
」

と
な
り
測
定
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

背
景
と
し
て
は
、
志
布
志
市
と
同
じ

く
寄
附
額
が
全
国
上
位
と
な
っ
て
い
る

地
域
で
は
地
域
外
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
返
礼
品
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く

見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
市
内
で
生
産
・

加
工
さ
れ
た
「
地
産
地
消
」
の
特
産
品

を
返
礼
品
と
し
て
い
る
志
布
志
市
で

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
地
域
経
済

へ
波
及
効
果
が
相
対
的
に
大
き
い
可
能

性
が
高
い
た
め
と
の
こ
と
で
す
。
次
号

以
降
、
そ
の
研
究
内
容
や
結
果
数
値
に

つ
い
て
あ
ら
た
め
て
お
伝
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

※ 

１
：「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度

　

 「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
貢
献

で
き
る
制
度
」、「
自
分
の
意
思
で
応

援
し
た
い
自
治
体
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
制
度
」（
総
務
省
）
と
し
て

２
０
０
８
年
よ
り
運
用
開
始
。
地
方

自
治
体
へ
の
寄
附
額
の
う
ち
自
己
負

担
額
の
２
０
０
０
円
を
除
い
た
全
額

が
所
得
税
及
び
住
民
税
か
ら
控
除
の

対
象
と
な
る
。 

地
域
特
産
品
な
ど

の
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
寄
附
者
へ
送

る
「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
」
を
採

用
す
る
自
治
体
が
増
加
中

※ 

2
：『
こ
こ
ろ
ざ
し
コ
ラ
ム
第
22
回

～
地
域
経
済
の
活
性
に
向
け
た
「
地

域
ブ
ラ
ン
ド
」
の
意
義
～
』（「
市
報

し
ぶ
し
」・
平
成
28
年
１
月
号
掲
載
）

ご
参
照

※ 

3
：『
地
域
経
済
の
活
性
に
向
け
た

あ
る
べ
き
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド 

商
品
・

サ
ー
ビ
ス
」 

』（「
市
報
し
ぶ
し
」・

平
成
28
年
２
月
号
掲
載
）
ご
参
照

本庁�企画政策課�地方創生推進室（シシガーデン事務局）℡：474-1111（内線 254）問

志布志市が取り組む「ブランドづくり」を紹介します！

こ こ ろ ざ し ブ ラ ン ド 通 信 Shibushi Brands News 

『「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
活
用
と
志
布
志
の
あ
る
べ
き
地
域
活
性
⑥

〜
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
経
済
効
果
と
志
布
志
市
モ
デ
ル
地
区
研
究
〜
』

こ
こ
ろ
ざ
し
コ
ラ
ム
　
第
40
回

志
布
志
の
石
橋
巡
り
　
　
　

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集
！

　

志
布
志
に
残
る
魅
力
的
な
石

橋
を
巡
り
ま
す
。

◆
日
時
：
11
月
18
日
（
土
）

　

 （
９
時
～
９
時
20
分
受
付
、
16

時
終
了
予
定
）　

小
雨
決
行

◆ 

受
付
場
所
：
志
布
志
市
役
所

志
布
志
支
所
駐
車
場

◆ 

参
加
料
：
無
料
（
昼
食
、
飲

み
物
等
は
各
自
で
用
意
）

◆ 

参
加
資
格
：
健
康
な
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
定
員
：
40
名
（
先
着
）

◆ 

申
込
み
期
間
：
10
月
18
日
（
水
）

～
10
月
27
日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

生
涯
学
習
課 

指
定
文
化
財
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
４
１
）

曽
於
南
部
土
地
改
良
区
職
員

採
用
試
験
案
内

◆
採
用
予
定
人
員
：
若
干
名

◆
日
時
：
12
月
10
日
（
日
）

◆
会
場
：
曽
於
南
部
土
地
改
良
区

◆
職
種
：
一
般
職

◆
受
験
資
格
：

● 

昭
和
58
年
4
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

● 

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

● 

普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定

不
可
。
平
成
30
年
3
月
31
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
を
含
む
）
を

有
す
る
方

◆
受
験
申
込
書
の
請
求
先
：

● 

曽
於
南
部
土
地
改
良
区

● 

市
役
所
本
庁
農
政
畜
産
課

●
市
役
所
各
支
所
産
業
建
設
課　

◆ 

受
付
期
間
：
10
月
16
日
（
月
）

～
11
月
24
日
（
金
）【
当
日
消

印
有
効
】

◆ 

受
付
時
間
：
土
日
祝
日
を
除
く

8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

■ 

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

曽
於
南
部
土
地
改
良
区
総
務
課

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
１
‐
０
１
７
１

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

「
こ
こ
ろ
の
風
景
」
募
集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア

ム
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

２
０
１
７
秋
」
で
は
、
忘
れ
ら
れ

な
い
景
色
や
思
い
出
の
場
所
な
ど

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
添
え
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
こ
「
こ
ろ

の
風
景
」
の
中
か
ら
番
組
で
取
り

上
げ
る
場
所
に
火
野
正
平
さ
ん
が

訪
れ
ま
す
。

◆
応
募
締
切
：
11
月
13
日
（
月
）

◆
鹿
児
島
県
の
放
送
予
定
：

　

12
月
18
日（
月
）～
12
月
22
日（
金
）

◆
応
募
方
法
：

●
は
が
き
・
封
書
：

　

〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
こ
こ
ろ
旅
係

● 

Fax
：
０
３
‐
３
４
６
５
‐
１
３
２
７

● 

番
組
Ｈ
Ｐ
：http:nhk.jp/

kokorotabi/

■�

問
い
合
わ
せ
先
：

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
６
６
‐
０
６
６

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

　

都
城
市
・
三
股
町
・
南
九
州
大

学
の
三
者
が
協
働
し
て
行
う
市
民

講
座
で
す
。

◆
日
時
：
11
月
25
日
（
土
）

● 

10
時
～
12
時
：『
植
物
の
恵
み

‐
唐
辛
子
と
ハ
ー
ブ
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
パ
イ
ス
を
作
ろ
う
！
』

●
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
『
樹
木
の
根
巻
き
体
験
』　

　

庭
師
が
移
植
の
際
に
行
う
技
術

を
体
験
頂
き
ま
す
。

◆�

会
場
：
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ

ン
パ
ス
（
都
城
市
立
野
町
）

◆�

対
象
者
：
都
城
市
、
三
股
町
、

曽
於
市
、
志
布
志
市
在
住
者

◆�
定
員
：
30
名
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
い
た
し
ま
す
。）

◆�

費
用
：
５
０
０
円
（
実
習
用
具
等

は
大
学
側
で
準
備
し
ま
す
。
昼

食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。）

◆�

申
込
方
法
：
は
が
き
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、「
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン

セ
ミ
ナ
ー
参
加
希
望
」
と
記
入

し
、
11
月
15
日
（
水
）（
必
着
）

ま
で
に
ご
送
付
く
だ
さ
い
。

◆�

そ
の
他
：
午
前
と
午
後
の
講
座

を
続
け
て
受
講
頂
き
ま
す
。
作

業
を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
汚
れ
て
も
大
丈
夫
な
服
装

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

〒
８
８
５
‐
８
５
５
５

　

都
城
市
役
所
総
合
政
策
課
内　

　

 

都
城
・
三
股
広
域
行
政
推
進
協

議
会
事
務
局　
　
　
　
　

　

℡
：
０
９
８
６
‐
２
３
‐
７
１
６
１

　

FAX
：
０
９
８
６
‐
２
３
‐
２
６
７
５

Information＆
Event

お知らせ
Shibushi

Information
見逃せない情報がいっぱい！

募

集

コラムニスト：ふじやま学校 

代 表 取 締 役 坂 本 貴 弘 神 奈 川 

県出身。鹿児島県特産品協会

ブランド・コーディネーター、

志布志市 地方創生 総合アドバ

イザー／物産振興総合アドバ

イザー／ブランド推進アドバ

イザー等を兼任し、地域活性

化のための政策やブランド 作

りに携わる。東京大学卒業。



郷
土
料
理
教
室
参
加
者
募
集

　

市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、

食
文
化
と
技
の
伝
承
を
目
的
に
郷

土
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

正
月
を
間
近
に
控
え
た
今
回
は
、

ご
家
庭
で
出
来
る
簡
単
な
お
正
月

料
理
を
作
り
ま
す
。

　

男
女
問
わ
ず
初
心
者
も
大
歓
迎

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
11
月
26
日
（
日
）

　

９
時
～
13
時

◆
場
所
：
川
西
地
区
公
民
館　
　

　

 （
有
明
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
）

◆
対
象
：
子
育
て
世
代
の
方

◆�

内
容
：
お
正
月
料
理
（
昆
布
巻
、

煮
付
け
、
栗
き
ん
と
ん
等
）

◆
定
員
：
先
着
20
名

◆
申
込
期
限
：
11
月
17
日
（
金
）

◆
参
加
費
用
：
無
料

◆�

持
っ
て
く
る
も
の
：
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
筆
記
用
具

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

農
政
畜
産
課
農
政
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
２
８
）

国
立
・
県
営
鹿
児
島
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
入
校
生
募
集

　

平
成
30
年
度
入
校
生
を
募
集
し

ま
す
。

◆�

募
集
期
間
：
11
月
6
日
（
月
）

～
12
月
4
日
（
月
）

◆
試
験
日
：
12
月
15
日
（
金
）

◆�

訓
練
科
目
：
情
報
電
子
科
、
ア

パ
レ
ル
科
、
建
築
設
計
科
等　

◆�

応
募
資
格
：
障
害
者
手
帳
（
身
体
、

療
育
、
精
神
）
を
お
持
ち
の
方

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
国
立
・
県
営
鹿

児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

℡
：
０
９
９
６
‐
４
４
‐
２
２
０
６

10
月
は
「
土
地
月
間
で
す
」

　

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、
適
正
な
土
地
の
利
用
が
大

切
で
す
。

　

周
辺
の
方
々
の
生
活
や
自
然
環

境
を
守
る
た
め
、
一
定
面
積
以
上

の
大
規
模
な
土
地
を
売
買
等
で
取

得
し
た
場
合
、
届
出
が
必
要
で
す
。

◆�

届
出
が
必
要
な
取
引
面
積
：

●
都
市
計
画
区
域
内
：
５
千
㎡
以
上

●
都
市
計
画
区
域
外
：
１
万
㎡
以
上

◆�

届
出
方
法
：
契
約
（
予
約
を
含

む
）
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
２
週
間
以
内
に
、
土
地
の

所
在
す
る
市
区
町
村
役
所
の
国

土
利
用
計
画
法
担
当
窓
口
へ
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
建
設
課
用
地
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
６
８
）

あ
な
た
の
乳
房
、
チ
ェ
ッ
ク

し
て
ま
す
か
？

　

今
年
も
相
良
病
院
の
乳
が
ん
検

診
車
が
皆
さ
ま
の
お
近
く
ま
で
参

り
ま
す
。
今
回
も
超
音
波
検
査
が

受
診
で
き
ま
す
。

◆
日
時
：
12
月
２
日
（
土
）

　

９
時
30
分
～
15
時
予
定

　

 

先
着
40
名
（
申
込
み
多
数
の
場

合
は
12
月
１
日
（
金
）
を
追
加
）

◆
場
所
：
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

◆
検
診
料
金
：

● 

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
2
方
向
）：

５
７
０
０
円

●
超
音
波
検
査
：
５
７
０
０
円

●
両
方
：
１
０
０
０
０
円

◆
申
込
期
間
：
11
月
７
日
（
火
）

◆�

予
約
方
法
：

● 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：

　

下
の
２
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
ま

た
は
『
相
良
病

院
』
で
検
索
（
24
時
間
受
付
）

● 

電
話
（
土
日
祝
を
除
く
９
時
～

17
時
受
付
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

相
良
病
院　

健
診
事
業
部

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
４
‐
１
８
２
１

親
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
志
布
志
消
防
署

　

伊
崎
田
保
育
園
の
園
児
に
よ
る

演
奏
や
消
防
活
動
総
合
訓
練
、
消

防
車
両
の
見
学
、
放
水
体
験
、
梯

子
車
搭
乗
体
験
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

体
験
な
ど
消
防
署
で
な
い
と
体
験

で
き
な
い
催
し
が
満
載
で
す
。

　

３
つ
以
上
の
体
験
を
し
た
方
を

対
象
に
に
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
も
計
画

し
て
い
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
遊

び
に
き
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時
：
11
月
19
日
（
日
）　

　

10
時
～
12
時
（
雨
天
中
止
）

◆
場
所
：
志
布
志
消
防
署

■
問
い
合
わ
せ
先
：
志
布
志
消
防
署

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
２
‐
０
１
１
９

若
潮
酒
造
新
酒
祭
り
と
潮
風
薫

る
秋
の
志
布
志
湾
を
歩
こ
う

　

新
酒
の
ふ
る
ま
い
や
志
布
志
の

特
産
品
を
味
わ
え
る
新
酒
祭
り
と

潮
風
を
感
じ
な
が
ら
、
豊
か
な
景

観
の
志
布
志
港
を
満
喫
で
き
る
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。

◆
日
時
：
10
月
22
日
（
日
）

◆
コ
ー
ス
：
約
７
㎞
（
約
２
時
間
）

◆
受
付
：
志
布
志
駅

●
ス
タ
ー
ト
：
８
時
30
分
～
11
時

●
ゴ
ー
ル
：
15
時
ま
で

◆
申
込
・
参
加
費
：
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

宮
崎
総
合
鉄
道
事
業
部　

　

℡
：
０
９
８
５
‐
５
１
‐
５
９
８
８
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お
知
ら
せ

（（
（
・

ク
ラ
ッ
シ
ク
バ
レ
エ
　
　
　

無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン

◆
日
時
：
11
月
19
日
（
日
）

　

13
時
～
14
時

◆�

場
所
：
松
山
城
山
総
合
公
園　

体
育
館
2
階

◆�

対
象
：
3
歳
～
小
学
生
（
男
女

を
問
い
ま
せ
ん
。）

※ 

動
き
や
す
い
服
装
（
T
シ
ャ
ツ
、

ス
パ
ッ
ツ
な
ど
）
で
タ
オ
ル
、

飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
屋
バ
レ
エ
研
究
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
４
‐
４
３
９
５

　

℡
：
０
９
０
‐
６
２
９
０
‐
１
８
２
８

不
動
産
無
料
相
談
会

　

弁
護
士
や
税
理
士
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
の
専
門
相
談
員

な
ど
が
不
動
産
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

◆
日
時
：
11
月
30
日
（
日
）

　

10
時
～
15
時

◆�

場
所
：
鹿
屋
市
役
所
（
鹿
屋

市
共
栄
町
20
‐
１
）
６
階

６
０
１
、６
０
２
会
議
室

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
大
隅
支
部

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
３
‐
０
４
３
６

無
期
転
換
ル
ー
ル
　
　
　
　

特
別
相
談
窓
口

　

鹿
児
島
労
働
局
で
は
、
無
期
転

換
ル
ー
ル
特
別
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
事
業
主
の
皆
さ
ま
、
働
く
皆

さ
ま
か
ら
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
の

概
要
や
導
入
な
ど
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。

◆�

相
談
時
間
：
土
日
祝
日
を
除
く

8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

※
来
庁
に
よ
る
相
談
は
要
予
約

◆�

相
談
内
容
：
無
期
転
換
ル
ー
ル

の
概
要
や
導
入
、
導
入
支
援
策
、

特
例
な
ど

■�

問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
：
鹿
児

島
労
働
局  

雇
用
環
境
･
均
等
室

　

 

鹿
児
島
市
山
下
町
13
‐
21
（
鹿

児
島
合
同
庁
舎
２
階
）

　

℡
：
０
９
9
‐
２
２
３
‐
８
２
３
９

�

平
成
29
年
分
給
与
所
得
の
年

末
調
整
説
明
会

　

会
場
の
収
容
人
員
の
都
合
に
よ

り
、
各
対
象
者
別
に
時
間
を
指
定

し
て
い
ま
す
が
、
対
象
者
の
別
に

問
わ
ず
、
い
ず
れ
の
時
間
帯
で
も

出
席
で
き
ま
す
。

◆
日
時
：
11
月
17
日
（
金
）

● 

法
人
：
10
時
～
12
時
（
９
時
30

分
か
ら
受
付
）

● 

個
人
：
14
時
～
16
時
（
13
時
30

分
か
ら
受
付
）

◆�

場
所
：
曽
於
市
大
隅
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
（
曽
於
市
大
隅
町
中

之
内
９
１
４
６
）

■�

問
い
合
わ
せ
先
：

　

大
隅
税
務
署　

総
務
課　

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
０
０
０
７

※ 

自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

事
業
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
：

● 

11
月
13
日
（
月
）
14
時
～
15
時
30
分

●  

11
月
14
日
（
火
）
10
時
～
11
時
30
分

 

●
11
月
15
日
（
水
）
14
時
～
15
時
30
分

◆�

場
所
：
大
隅
合
同
庁
舎
４
階
会

議
室
（
曽
於
市
大
隅
町
岩
川

６
４
９
１
‐
2
）

◆�

参
加
申
込
：
各
日
定
員
60
名

　

11
月
１
日
（
水
）
17
時
ま
で
に

電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

大
隅
税
務
署　

総
務
課　

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐
０
０
０
７

※ 

自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

う
そ
電
話
詐
欺
に
注
意

　

お
金
を
騙
し
取
る
目
的
で
、
訴

訟
最
終
告
知
な
ど
と
記
載
し
た
ハ

ガ
キ
を
郵
送
す
る
手
口
の
う
そ
電

話
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ハ
ガ
キ
は
、
志
布
志
警
察

署
管
内
で
大
量
に
郵
送
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

身
に
覚
え
の
無
い
場
合
は
、
ハ

ガ
キ
に
記
載
さ
れ
た
電
話
番
号
に

連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
家
族
や
警
察

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
志
布
志
警
察

署
・
志
布
志
地
区
防
犯
協
会

　

℡
：
４
７
２
‐
０
１
１
０

キ
イ
レ
ツ
チ
ト
リ
モ
チ
・

ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
の
視
察
会

　

キ
イ
レ
ツ
チ
ト
リ
モ
チ
は
、
ト

ベ
ラ
ニ
ン
ギ
ョ
ウ
と
も
呼
ば
れ
ト

ベ
ラ
な
ど
の
根
に
寄
生
す
る
植
物

で
す
。
ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
は
、
シ
イ
ノ

キ
の
根
に
寄
生
す
る
奴
に
似
た
植

物
で
す
。
こ
の
変
わ
っ
た
生
態
を

持
つ
珍
し
い
植
物
の
視
察
会
を
開

催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時
：
11
月
11
日
（
土
）　　

◆�

集
合
場
所
：
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ

リ
駐
車
場

◆�

集
合
時
間
：
９
時
30
分
（
12
時

30
分
終
了
予
定
）
小
雨
決
行

■�

問
い
合
わ
せ
先
：
し
ぶ
し
自
然

愛
好
会
事
務
局　

馬
場
興
市

　

℡
：
０
８
０
‐
１
７
６
４
‐
３
２
１
４
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市営住宅空き家情報【松山地区】

●集合住宅

　市営住宅　世帯向け　３ＤＫ　家賃　14,300 円～　２戸

●戸建て住宅

　特賃住宅　世帯向け　４ＤＫ　家賃　37,000 円　　４戸

　市営住宅　世帯向け　３ＤＫ　家賃　13,400 円～　１戸

　市単住宅　世帯向け　４ＤＫ　家賃　32,000 円　　１戸

　市単住宅　世帯向け　３ＤＫ　家賃　35,000 円　　１戸

※��申込みから入居まで 10 日から１か月を要することが

ありますので、早めにご相談下さい。

　�最新の空き情報や詳細については、市ホームページ

または松山支所産業建設課管理係にお問い合わせく

ださい。

　■問い合わせ先：℡ 487-2111（内線 253）

ケーブルテレビでは、志布志市の話題を市民チャ
ンネルで放送しています。ぜひ、ご覧ください。

ＳＢＳ元気告知板
　市からのお知らせを元気に分かりやすく放送しています。
●更 新 日 ：毎月１日、16 日
●放送時間：17 時 50 分～、20 時 50 分～、22 時 50 分～
●次回の放送予定：10 月 16 日～ 31 日
　テーマ： 畑かん事業について

フロムしぶし元気アップ体操
●放送時間： ６時 54 分～（立位バージョン）　　　　　

11 時 54 分～（いすバージョン）

Ｔ
て げ

ＥＧＥ　Ｊ
じ ゃ っ ど

ＡＤＯ　Ｎ
に ゅ ー す

ＥＷＳ
●放送時間：7 時～、12 時～、18 時～、21 時～、 23 時～

まこちおもして！志布志にバンザイ
●更 新 日 ：毎月１日、16 日
●放送回数：毎日２回放送（曜日により時間は異なります）
※都合により変更になる場合があります。ご了承下さい。

■問い合わせ先：企画政策課 広報係　℡：474-1111( 内線 254)

　

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
城
大
会
に

お
い
て
、
本
市
の
德
重
祐
太
朗
さ
ん
出
品
の
よ

り
こ
号
が
第
3
区
優
等
賞
1
席
を
獲
得
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
本
号
で
も
表
紙
と
見
開
き
2

ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
議
長
、
副
議
長
、
産
業
建
設
常
任
委

員
会
の
皆
さ
ん
と
共
に
9
月
10
日
、
11
日
に
応
援

に
行
き
ま
し
た
。
第
3
区
の
審
査
で
は
、
審
査

員
が
よ
り
こ
号
と
宮
崎
の
牛
の
間
を
何
往
復
も

し
て
い
た
の
で
、
間
違
い
な
く
ど
ち
ら
か
が
１

席
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。
翌
日
、
３
区
の
審
査

結
果
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
出
場
し
た
32
頭

が
一
斉
に
並
び
選
抜
が
始
ま
り
ま
す
。
2
段
階
、

３
段
階
と
選
抜
は
進
み
、
最
終
の
４
段
階
ま
で

よ
り
こ
号
は
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
満
席
の
会
場

が
固
唾
を
飲
ん
で
見
守
る
中
、
審
査
員
が
よ
り

こ
号
に
１
席
の
場
所
へ
移
動
す
る
よ
う
合
図
し
、

鹿
児
島
県
の
応
援
席
か
ら
は
万
歳
三
唱
が
起
こ

り
ま
し
た
。
本
当
に
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
も
感

動
的
な
光
景
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
、
応
援

に
行
っ
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　

よ
り
こ
号
は
、
７
月
に
行
わ
れ
た
鹿
児
島
県

畜
産
共
進
会
で
は
３
区
で
は
な
く
種
牛
4
頭
、

肉
牛
3
頭
の
７
頭
１
組
で
総
合
評
価
さ
れ
る
７

区
に
出
品
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
全
共
出
場
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
よ
り
こ
号
を
も

う
一
度
３
区
に
出
場
し
な
お
す
よ
う
審
査
員
に

言
わ
れ
、
再
度
３
区
で
出
場
し
、
見
事
全
共
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

　

７
区
の
審
査
の
中
で
、
よ
り
こ
号
の
素
晴
ら

し
さ
と
将
来
性
を
見
出
し
、
３
区
へ
変
更
し
て

日
本
一
を
獲
得
し
た
こ
と
は
、
鹿
児
島
県
の
審

査
員
の
慧
眼
が
あ
っ
て
こ
そ
の
結
果
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
全
共
で
鹿
児
島
県
は
4
部
門
、
宮
崎

県
は
3
部
門
で
優
等
賞
1
席
を
獲
得
し
て
い
ま

す
。
も
し
、
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
で
の
3
区

へ
の
変
更
措
置
が
な
か
っ
た
ら
、
鹿
児
島
県
の

団
体
賞
総
合
1
位
獲
得
は
な
ら
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
含
め
、
今
回
の
3
区
優

等
賞
1
席
獲
得
は
奇
跡
的
な
快
挙
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
第
９
区
（
去
勢
肥
育
牛
）
に
出
品

し
優
等
賞
第
1
席
を
獲
得
し
た
鹿
屋
市
の
薬
師

さ
ん
の
忠
久
福
号
は
、
父
牛
が
徳
重
義
種
畜
場

の
忠
久
勝
号
で
あ
り
、
同
牧
場
に
と
っ
て
は
二

重
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

9
月
24
日
、
德
重
さ
ん
の
地
元
の
潤
ケ
野
小

学
校
・
校
区
運
動
会
で
、
日
本
一
に
な
っ
た
よ

り
こ
号
の
お
披
露
目
パ
レ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
や
住
民
は
、
喜
ん
で
近
く
に
駆
け

寄
り
、
撫
で
た
り
記
念
撮
影
し
た
そ
う
で
す
。

　

志
布
志
市
か
ら
た
だ
一
頭
、
全
共
に
出
品
さ

れ
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
結
果
を
得
ら
れ

た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
く
、
志
布
志
市
の
誇
り

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
徳
重
義
種
畜
場
様
に
は
、

第
2
号
と
な
る
志
布
志
市
日
本
一
の
志
ブ
ラ
ン

ド
貢
献
賞
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　

5
年
後
の
全
共
鹿
児
島
大
会
で
も
今
回
の
よ

う
な
喜
び
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
德
重
さ
ん
の
牛

を
中
心
に
関
係
機
関
と
連
携
し
、
応
援
体
制
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

本
田 

修
一

第
29
回 

秋
の
陣
ま
つ
り

　
前
夜
祭
：
11
月
11
日
（
土
）
18
時
～

　
本
　
祭
：
11
月
12
日
（
日
）
８
時
30
分
～

　
志
布
志
市
松
山
城
山
総
合
公
園
内
（
特
設
会
場
）

前夜祭 大きさ日本一「まぼろしの一夜城」ライトアップ（第５代目本丸　高さ 22.2 ｍ・幅 23.6 ｍ）
ジャンベ演奏／フラダンス／ベリーダンス九面太鼓（和奏）／花火

本　祭
武者行列／山積み野菜の大盤振舞／通行手形などの無料配布／みどり保育園お遊戯郷土芸能／子ども陣馬
そり大会／みどりこライブショー／やっちくスライダー／からくり迷路／やっちくサスケ／だんご、甘酒、
こんにゃく、さむらい鍋の大盤振舞／大抽選会／ハイハイ競争　など

■�問い合わせ先：秋の陣まつり実行委員会

（志布志市役所松山支所総務市民課内）

　℡：099-487-2111（内線 323）

【ホームページ】

http://yattiku.net/

【ブログ】

http://maruta.be/yattiku



43
市報しぶし 2017.10 
S h i b u s h i  C i t y  P R 42

2017.10 市報しぶし  
S h i b u s h i  C i t y  P R

「市報しぶし」に 広告を載せませんか？
http://www.city.shibushi.lg.jp/docs/2013101000198/

詳しくはコチラ！ →

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告 ▼お問い合せ先▼ 港湾商工課 商工振興係 ☎099-474-1111 

今年のハロウィンは...２日間開催!! 
14：00～17：00の間に仮装して 

 

商店街のお店を訪問されたお客様に 
お菓子をプレゼントいたします♪ 
 

※お菓子は数に限りがございます。 
  あらかじめご了承ください。 
 
   

Happy
Halloween!

交 通 事 故 発 生 状 況
平成 29 年８月末現在累計（Ｈ 29 年１月～８月）
 ※【　】は昨年比

区　分 鹿児島県 志布志市
発生件数 4 , 3 6 8 【 － 5 5 0 】 7 5 【 － 2 1 】

死者数 4 4 【  ＋ ７ 】 １ 【 ± ０ 】
傷者数 5 , 1 5 4 【 － 6 9 2 】 8 8 【 － 2 4 】
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志布志市　暮らしのカレンダー

10 月
11 日 水

●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00��健康ふれあいプラザ）

12 日 木
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30�健康ふれあいプラザ）

13 日 金

14 日 土

15 日 日
●伊﨑田相撲
　（12：20 ～�伊﨑田小学校相撲場）

16 日 月

17 日 火

●法律相談�※１
　（13：00 ～ 15：00��志布志支所５Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00��老人福祉センター）

18 日 水
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00��有明地区公民館）

19 日 木

●行政相談
　（13：00 ～ 16：00�志布志支所５Ｆ会議室）
●つどいの広場※2
　（10：00 ～ 12：00��伊﨑田地区公民館）

20日 金
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00��市民センター）

21 日 土

22日 日

23日 月

24日 火

25日 水

●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00��健康ふれあいプラザ）
●子育て支援センター�ミニ運動会
　（10：00 ～ 12：00��鉄道記念公園）

26 日 木
●松山子育てサロンのびのび
　（10：00 ～ 11：30�やっちくふれあいセンター）

27 日 金

28日 土
●志布志市総合芸術祭
　（13:00 ～��市文化会館）

29 日 日
●志布志支部秋の芸術祭
　（9:30 ～��市文化会館）

30日 月

31 日 火
●子育て講座
　（10：00～12：00��子育て支援センター��はぐくみランド）

【健（検）診等の健康カレンダーと日曜・祝日当番医は 17 ページをご覧ください】

11 月
1 日 水

●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00��志布志支所５F会議室）

２日 木

３日 金

４日 土

５日 日
●有明地区の文化祭
　（12:30 ～��有明地区公民館）

６日 月
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00��市民センター）

７日 火

●法律相談�※３
　（13：00 ～ 15：00��本庁３Ｆ会議室）
●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00��老人福祉センター）

８日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00��健康ふれあいプラザ）

９日 木

●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30�健康ふれあいプラザ）
●子育て講座
　（10：00～12：00��子育て支援センター��はぐくみランド）

10 日 金

11 日 土
●大隅の國やっちく松山藩秋の陣まつり【前夜祭】
　（18：00 ～��松山城山総合公園）

12 日 日
●大隅の國やっちく松山藩秋の陣まつり【本祭】
　（8：30 ～��松山城山総合公園）

13 日 月

14 日 火

15 日 水
●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00��新橋地区公民館）

16 日 木
●行政相談
　（13：00 ～ 16：00�志布志支所５Ｆ会議室）

17 日 金

10 月・11 月の行事予定

 ●げんき市【丼や和華のとなり】
　  毎週木・金曜日（８時 30 分～15 時）

 ●戌の市【宝満寺公園】
　10 月２日、10 月 14 日、10 月 26 日
　11 月７日、11 月 19 日

 ●そば処ちんたら庵【国道 269号線沿】
　・火曜日（そば）
　・日曜日（花・そばまんじゅう販売）

編
集
後
記

　

今
月
は
肉
と
魚
の
二
本
立
て
の
よ
う
な

形
に
な
り
ま
し
た
。
▼
魚
は
、
鹿
児
島
県

と
県
下
の
市
町
村
が
同
じ
記
事
を
掲
載
す

る
合
同
企
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
企
画
で
す
が
、
今
年

も
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
今
年
も
力
に
な
れ
ず
、
作
成
し
て
く

だ
さ
っ
た
他
の
市
町
村
の
皆
様
に
大
変
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
編
集
委
員
は

じ
め
作
成
さ
れ
た
担
当
の
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
▼
肉
は
宮

城
県
で
開
催
さ
れ
た
全
共
で
の
日
本
一
獲

得
で
す
。
▼
今
回
の
全
共
の
結
果
、
今
後

5
年
間
、
外
国
人
が
「
ニ
ッ
ポ
ン
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
ノ
ワ
ギ
ュ
ウ
タ
ベ
タ
イ
ネ
ー
」

と
言
っ
た
ら
鹿
児
島
の
和
牛
が
出
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
鹿
児
島
の
和
牛

を
食
べ
た
外
国
人
は
こ
う
言
う
は
ず
で

す
。「
オ
ー
ゥ
。
カ
ゴ
シ
マ
ノ
ワ
ギ
ュ
ウ
ハ
、

セ
カ
イ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
ネ
ー
」（
持
留
）

※１　法律相談は予約制です。志布志支所地域振興課　℡：472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※２　はぐくみスタッフが巡回します。

※３　法律相談は予約制です。本庁総務課文書法制係　℡：474-1111（内線 224）までご連絡ください。
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